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〔
研
究
ノ
ー
ト
・
査
読
付
〕

因
州
鳥
取
藩
と
大
坂
両
替
商
─
文
久
三
年
～
慶
応
元
年
の
大
名
貸

─須　

賀　

博　

樹

は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
後
期
、
大
名
家
は
奉
公
と
し
て
幕
府
の
「
御
用
」
を
遂

行
す
る
に
際
し
、
幕
府
か
ら
の
御
恩
と
も
言
え
る
貸
付
金
に
も
依
存

し
て
い
た
。
し
か
し
、
幕
末
期
は
政
情
不
安
定
や
御
用
拡
大
に
よ
る

支
出
増
大
で
幕
府
財
政
も
厳
し
さ
を
増
し
、
そ
れ
は
大
名
家
へ
の
江

戸
で
の
貸
付
金
運
用
の
限
界
を
も
引
き
起
こ
し
た
。
貸
付
金
運
用
の

限
界
も
あ
り
、
大
名
家
は
幕
府
の
貸
付
金
以
外
に
も
金
策
を
積
極
的

に
求
め
た
た
め
、
こ
の
時
期
よ
り
大
坂
両
替
商
は
飛
躍
的
な
出
銀
高

に
繋
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
稿
が
扱
う
文
久
三
年
～
慶
応
元
年
（
一
八
六
三
～
一
八
六
五
）
は
、

藩
主
池
田
慶
徳
が
国
事
周
旋
に
乗
り
出
し
、
鳥
取
藩
の
御
用
も
京
都

警
衛
に
重
心
が
移
る
こ
と
で
、
藩
に
と
っ
て
も
大
坂
で
の
大
名
貸
が

重
要
度
を
増
す
時
期
で
も
あ
る
。
幕
末
鳥
取
藩
の
財
政
や
大
名
貸
の

研
究
は
少
な
い
が
、
関
連
す
る
も
の
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
飯
島
千

秋
に
よ
る
江
戸
馬
喰
町
郡
代
屋
敷
御
貸
付
役
所
（
以
下
、
貸
付
役
所

と
略
記
）
の
貸
付
金
の
研
究
で
は
、
ペ
リ
ー
来
航
以
降
か
ら
文
久
期

が
武
備
拡
張
、
海
防
、
江
戸
城
普
請
（
上
納
金
）、
和
宮
下
向
警
固
、

将
軍
上
洛
供
奉
・
先
登
、
長
崎
・
京
都
・
大
坂
・
神
奈
川
・
府
内
警

衛
等
で
、
元
治
期
以
降
も
長
防
追
討
、
常
野
州
・
和
州
賊
徒
追
討
等

で
、
大
名
・
旗
本
の
負
担
は
大
幅
に
増
加
し
た
。
こ
の
た
め
幕
府
に

拝
借
金
・
貸
付
金
の
貸
与
、
返
納
猶
予
を
求
め
る
者
が
増
え
た
。
こ
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の
時
期
の
幕
府
は
大
名
・
旗
本
に
対
し
、
財
政
援
助
は
拝
借
金
貸
与

を
抑
制
し
て
貸
付
金
貸
与
で
対
処
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
貸
付
は

「
公
務
」
で
あ
る
御
用
遂
行
と
忠
勤
精
励
の
代
償
の
役
割
を
持
た
せ

て
い
た
と
位
置
づ
け
て
い
る）（
（

。
筆
者
は
慶
応
二
年
～
明
治
四
年
（
一

八
六
六
～
一
八
七
一
）
の
銭
屋
佐
兵
衛
（
以
下
、
銭
佐
と
略
記
）
と
鳥

取
藩
の
財
政
関
係
に
焦
点
を
当
て
て
考
察
し
た）（
（

。
し
か
し
、
そ
の
前

段
階
と
な
る
幕
府
の
貸
付
金
と
い
う
財
政
援
助
の
限
界
と
藩
自
身
の

大
坂
で
の
金
策
の
確
保
と
維
持
が
、
幕
末
両
替
商
に
見
ら
れ
る
貸
付

高
の
飛
躍
的
増
大
に
繋
が
る
過
程
の
言
及
は
見
ら
れ
な
い
。

　

文
久
三
年
～
慶
応
元
年
に
大
坂
の
大
名
貸
で
重
要
と
な
る
田
村
図ず

書し
ょ

に
よ
る
六
万
両
と
石
原
節せ
つ

之の

丞じ
ょ
うに
よ
る
一
〇
万
両
の
借
財
だ
が
、

田
村
図
書
の
方
は
後
述
（
一
章
）
の
よ
う
に
『
鳥
取
県
史
』
で
指
摘

は
あ
る）（
（

。
関
連
し
て
、
岡
崎
平
内
家
の
旧
鳥
取
藩
士
岡
崎
家
資
料
仮

目
録
（
以
下
、
岡
崎
家
資
料
と
略
記
）
で
も
資
料
66
～
8（
の
藩
債
史
料

は
今
後
詳
細
な
検
討
を
要
す
る
と
指
摘
す
る）（
（

。
他
方
、
こ
の
時
期
の

鳥
取
藩
財
政
と
関
係
し
た
大
坂
両
替
商
の
現
在
の
残
存
史
料
は
、
鴻

池
新
十
郎
家
（
以
下
、
鴻
池
と
略
記
）
の
文
久
四
年
「
大
福
帳
」
と

銭
佐
「
諸
家
貸
」「
諸
家
徳
」
に
限
定
さ
れ
る）（
（

。
筆
者
は
、「
諸
家

貸
」
と
「
大
福
帳
」
の
内
容
を
基
準
に
置
き
、
岡
崎
家
資
料
の
藩
債

史
料
と
の
比
較
検
証
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
岡
崎
家
資
料
の
藩
債

史
料
の
銀
高
・
出
銀
は
、
銭
佐
と
鴻
池
の
史
料
と
一
致
し
て
お
り
、

こ
れ
に
よ
り
銭
佐
と
鴻
池
以
外
の
各
家
の
銀
高
や
出
銀
状
況
も
正
確

に
示
し
て
い
る
史
料
で
あ
る
と
証
明
さ
れ
よ
う
。

　

本
稿
の
課
題
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
①
そ
れ
ら
史
料
の
比

較
検
討
を
進
め
る
こ
と
で
、
鳥
取
藩
の
京
都
で
の
国
事
周
旋
や
京
都

警
衛
の
財
政
的
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
尊
攘
運
動
か

ら
倒
幕
へ
の
時
代
的
変
化
が
激
し
い
時
期
に
お
け
る
大
名
貸
の
変
容

の
一
例
を
提
示
で
き
る
。
則
ち
、
幕
府
の
江
戸
で
の
貸
付
金
運
用
が

限
界
に
至
り
、
大
坂
で
の
大
名
貸
が
よ
り
重
要
視
さ
れ
て
い
っ
た
過

程
に
あ
て
は
め
ら
れ
る
。
②
幕
末
鳥
取
藩
の
国
事
周
旋
と
京
都
警
衛

御
用
を
財
政
的
に
支
え
た
の
は
大
坂
で
の
大
名
貸
と
言
え
る
が
、
出

銀
、
藩
の
立
て
た
返
済
予
定
、「
御
差
別
」
と
称
さ
れ
る
返
済
の
実

際
の
過
程
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
で
藩
の
借
入
金
の
種
類
や
借
入
期

間
の
問
題
の
解
明
を
試
み
て
い
き
た
い
。

一　

鳥
取
藩
の
国
事
周
旋
と
京
都
警
衛
御
用

　

田
村
図
書
と
石
原
節
之
丞
に
よ
り
契
約
さ
れ
た
一
六
万
両
は
、
鳥

取
藩
が
特
に
京
都
・
江
戸
で
の
国
事
周
旋
や
京
都
警
衛
御
用
の
政
治

活
動
を
支
え
る
資
金
に
な
っ
た
と
見
ら
れ
る）6
（

。
文
久
二
年
四
月
、
薩

摩
藩
主
島
津
忠
義
の
実
父
で
あ
っ
た
久
光
は
藩
兵
を
率
い
入
京
し
た
。
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そ
れ
は
朝
廷
権
威
を
背
景
に
幕
政
改
革
を
迫
る
国
事
周
旋
策
の
た
め

で
あ
り
、
雄
藩
指
導
の
公
武
合
体
推
進
だ
っ
た
。
島
津
久
光
の
入
京

で
鳥
取
藩
も
本
格
的
に
国
事
周
旋
に
乗
り
出
す
。
こ
の
時
、
藩
主
池

田
慶
徳
は
江
戸
を
出
発
し
、
日
光
社
参
を
経
て
帰
国
の
途
に
あ
っ
た
。

慶
徳
は
入
京
せ
ず
五
月
一
九
日
に
伏
見
藩
邸
を
出
発
し
、
二
〇
日
に

大
坂
で
大
原
重
徳
の
使
者
荻
野
主
鈴
が
大
坂
藩
邸
を
訪
ね
慶
徳
に
滞

京
を
勧
め
る
大
原
の
内
意
が
伝
え
ら
れ
た
が
、
二
六
日
に
帰
国
し
た
。

大
坂
で
は
中
老
田
村
図
書
が
「
変
動
起
り
候
は
ば
、
其
時
軍
用
金
当

所
（
大
坂
）
調
談
叶
ひ
ま
じ
く
や
、
今
の
内
成
り
丈
借
用
定
約
致
し

置
く
べ
し
」
と
い
う
慶
徳
の
内
命
を
受
け
て
平
野
屋
五
兵
衛
と
出
雲

屋
三
郎
兵
衛
に
交
渉
し
て
六
万
両
の
借
金
契
約
を
結
ん
だ
（「
田
村

図
書
勤
中
不
忘
備
記
」）。

　

慶
徳
は
一
〇
月
八
日
に
鳥
取
を
出
発
し
、
一
五
日
に
入
京
し
国
事

周
旋
の
勅
諚
を
受
け
、
二
〇
日
に
は
江
戸
へ
の
東
下
周
旋
の
命
を
受

け
て
二
一
日
に
は
京
都
を
出
発
し
、
一
一
月
五
日
江
戸
に
入
る
。
慶

徳
は
弟
の
一
橋
慶
喜
と
の
攘
夷
問
題
へ
の
幕
府
の
対
応
策
を
め
ぐ
る

意
見
対
立
で
周
旋
が
難
航
し
た
が
、
二
七
日
に
三
条
実
美
よ
り
攘
夷

の
勅
諚
が
伝
え
ら
れ
、
将
軍
徳
川
家
茂
も
受
諾
し
た
。
国
事
周
旋
の

区
切
り
を
つ
け
た
慶
徳
は
一
二
月
四
日
に
江
戸
を
出
発
し
一
九
日
に

再
入
京
し
た
。
文
久
三
年
正
月
一
五
日
に
慶
徳
は
大
坂
か
ら
帰
国
し

た
が
、
途
中
の
姫
路
で
将
軍
上
洛
ま
で
滞
京
し
て
国
事
周
旋
に
当
た

る
よ
う
求
め
ら
れ
、
再
び
二
三
日
に
入
京
し
北
野
松
梅
院
に
入
り
、

攘
夷
期
限
確
定
に
つ
い
て
会
談
を
重
ね
て
い
る
。
慶
徳
は
、
朝
廷
よ

り
二
月
二
一
日
に
「
摂
海
守
備
総
督
」
を
命
じ
ら
れ
て
大
坂
へ
赴
き
、

三
月
八
日
に
賀
茂
社
行
幸
が
下
命
さ
れ
る
と
上
京
し
た
が
、
周
旋
に

区
切
り
を
つ
け
る
と
大
坂
湾
と
隠
岐
の
警
備
を
理
由
に
一
六
日
に
帰

国
し
た
。
諸
藩
に
対
し
同
年
三
月
か
ら
八
月
一
八
日
の
政
変
ま
で
、

朝
廷
・
幕
府
か
ら
京
都
警
衛
に
つ
い
て
異
な
る
命
令
が
下
る
政
令
二

途
の
状
態
に
な
っ
た
。

　

慶
徳
の
帰
国
中
、
江
戸
の
幕
閣
は
生
麦
事
件
の
償
金
を
五
月
九
日

に
支
払
っ
た
こ
と
で
、
滞
京
す
る
将
軍
が
朝
廷
へ
奉
答
し
た
一
〇
日

を
攘
夷
期
日
と
す
る
旨
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
り
、
幕
府
非
難
が
高

ま
り
国
事
周
旋
は
打
撃
を
受
け
る
。
慶
徳
は
藩
是
が
混
沌
と
す
る
中
、

二
六
日
に
幕
府
か
ら
上
京
と
七
～
九
月
の
京
都
警
衛
勤
仕
の
旨
が
伝

え
ら
れ
、
六
月
二
日
に
朝
廷
か
ら
も
上
京
が
促
さ
れ
た
。

　

鳥
取
藩
は
六
月
八
日
に
大
坂
天
保
山
で
の
摂
海
警
衛
を
解
任
さ
れ

た
が
、
一
四
日
に
大
坂
湾
に
入
り
石
炭
を
要
求
し
た
英
国
船
に
攘
夷

実
行
で
砲
撃
を
加
え
た
。
慶
徳
は
二
一
日
に
鳥
取
を
出
発
し
、
二
七

日
に
入
京
し
て
本
陣
の
本
圀
寺
に
入
る
。
次
に
、
慶
徳
と
蜂
須
賀
茂

韶
（
徳
島
藩
世
子
）、
池
田
茂
政
（
岡
山
藩
）、
上
杉
斉
憲
（
米
沢
藩
）
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の
四
人
は
公
卿
ら
の
朝
議
で
関
係
を
深
め
団
体
化
し
て
国
事
周
旋
に

乗
り
出
し
た
。
慶
徳
は
攘
夷
即
行
を
幕
府
に
要
求
し
つ
つ
も
公
武
合

体
路
線
を
貫
こ
う
と
す
る
立
場
な
た
め
、
倒
幕
に
繋
が
る
急
進
尊
攘

派
の
攘
夷
論
は
認
め
難
く
、
国
事
周
旋
に
も
自
信
を
失
い
、
八
月
六

日
に
は
国
事
諮
詢
の
辞
表
を
関
白
鷹
司
助
煕
に
提
出
す
る
。
そ
し
て

一
六
日
に
は
慶
徳
の
態
度
を
非
難
す
る
貼
紙
が
あ
り
、
一
七
日
夜
に

は
藩
主
の
汚
名
を
雪
ぐ
た
め
藩
内
尊
攘
派
が
慶
徳
の
側
近
四
人
を
殺

害
す
る
本
圀
寺
事
件
が
起
き
、
翌
日
に
八
月
一
八
日
の
政
変
が
起
き

た
。
慶
徳
は
、
九
月
二
二
日
に
攘
夷
国
策
の
早
急
樹
立
と
長
州
藩
救

解
を
周
旋
し
た
が
、
報
い
ら
れ
ず
一
〇
月
一
一
日
に
京
都
か
ら
失
意

の
内
に
帰
国
し
た
。

　

京
都
で
は
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
六
月
五
日
に
池
田
屋
騒
動

で
尊
攘
派
志
士
や
長
州
藩
士
が
新
撰
組
に
殺
害
さ
れ
、
中
旬
に
長
州

藩
は
京
都
へ
向
け
出
兵
し
た
。
こ
の
報
が
鳥
取
藩
に
達
す
る
と
二
七

日
に
慶
徳
は
家
老
鵜
殿
主
水
介
以
下
、
津
田
上
総
や
田
村
図
書
ら
に

あ
く
ま
で
京
都
警
衛
詰
と
し
て
出
兵
す
べ
き
旨
を
申
し
渡
し
た
。
出

兵
が
明
ら
か
に
な
っ
た
二
七
日
夜
に
池
田
仲な
か
た
つ立
が
）
（
（

慶
徳
に
遺
書
を

残
し
て
諫
死
し
た
が
、
予
定
通
り
二
九
日
に
家
老
鵜
殿
主
水
介
や
番

頭
田
村
図
書
ら
は
鳥
取
を
出
発
し
入
京
し
た
。
幕
府
は
七
月
二
日
に

京
都
近
郊
と
京
都
各
要
所
に
諸
藩
担
当
の
守
備
場
所
を
設
定
し
、
鳥

取
藩
は
上
賀
茂
警
衛
が
命
じ
ら
れ
た
。
一
九
日
に
長
州
藩
兵
が
入
京

し
て
き
た
こ
と
で
、
蛤
御
門
・
堺
町
御
門
付
近
で
こ
れ
を
守
備
す
る

会
津
・
桑
名
・
薩
摩
・
筑
前
藩
兵
と
戦
闘
を
始
め
た
。
禁
門
の
変
で

は
、
鳥
取
藩
兵
本
隊
は
田
村
図
書
が
上
賀
茂
警
衛
を
指
揮
し
て
い
た

が
、
長
州
藩
兵
と
兵
火
を
交
え
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
京
都
で
は
二

三
日
に
朝
廷
は
長
州
藩
追
討
の
命
令
を
下
し
、
二
四
日
に
幕
府
は
西

国
諸
藩
に
出
兵
を
命
令
し
た
。
こ
れ
以
降
、
鳥
取
藩
は
八
月
一
〇
日

に
上
賀
茂
警
衛
を
解
か
れ
、
九
月
一
四
日
～
同
二
年
正
月
一
五
日
は

御
所
南
門
警
衛
を
、
次
い
で
中
立
売
御
門
警
衛
を
し
て
い
る
。

二　

田
村
図
書
と
石
原
節
之
丞
に
よ
る
借
金
依
頼

（
1
）　
田
村
図
書
と
石
原
節
之
丞

　

田
村
図
書
と
石
原
節
之
丞
の
略
歴
と
借
金
依
頼
辺
り
の
行
動
を

「
家
譜
」
よ
り
述
べ
て
い
き
た
い）8
（

。
田
村
図
書
は
田
村
成
俊
家
七
代

目
で
鉄
馬
、
伊
右
衛
門
、
喜
内
、
図
書
へ
と
改
名
し
た
。
そ
の
後
、

万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
三
月
一
八
日
江
戸
で
御
居
間
中
老
本
役
・

知
行
高
六
〇
〇
石
、
七
月
二
一
日
に
作
事
御
用
懸
・
作
廻
方
兼
帯
へ
、

文
久
元
年
三
月
一
八
日
に
御
勝
手
方
御
普
請
方
に
な
っ
た
。
借
金
依

頼
の
辺
り
は
、
江
戸
で
同
二
年
四
月
三
日
に
藩
主
池
田
慶
徳
の
日
光

社
参
と
帰
国
で
日
光
社
参
ま
で
の
御
供
だ
っ
た
が
、
二
八
日
に
鳥
取
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ま
で
の
御
供
に
変
更
さ
れ
た
。
六
月
八
日
に
「
道
中
御
供
ニ
而
大
坂

迄
罷
帰
候
処
、
御
用
向
有
之
御
供
御
免
、
同
所
ニ
相
残
居
申
候
処
御

用
相
済
今
日
帰
着
」
と
あ
り
、
大
坂
で
御
用
向
き
の
た
め
御
供
御
免

と
な
り
大
坂
に
滞
在
、
御
用
が
済
み
鳥
取
に
帰
着
し
て
い
る
。

　

石
原
節
之
丞
は
石
原
常
節
家
五
代
目
で
、
文
政
四
年
（
一
八
二

一
）
九
月
二
七
日
に
家
督
を
相
続
し
、
経
済
官
僚
と
し
て
歩
む
。
安

政
三
年
（
一
八
五
六
）
一
二
月
一
八
日
に
新
知
二
〇
〇
石
に
な
っ
た
。

借
金
依
頼
の
辺
り
は
、
文
久
二
年
八
月
二
七
日
に
御
勝
手
方
助
役
と

な
り
御
役
料
一
〇
〇
俵
、
当
分
御
勘
定
奉
行
を
請
け
持
ち
銀
札
場
長

役
も
兼
帯
し
た
。
九
月
九
日
に
元
〆
役
と
な
り
、
蝋
座
御
国
産
銀
札

場
共
長
役
も
兼
帯
し
て
大
坂
へ
赴
き
、
一
一
月
一
九
日
に
鳥
取
に
帰

着
し
た
。
同
三
年
四
月
三
日
に
昵じ
っ
こ
ん近

に
な
り
、「
御
勝
手
方
御
用
ニ

付
、
急
々
致
登
坂
候
様
被　

仰
付
候
事
」
で
急
ぎ
大
坂
へ
登
り
、
六

月
一
〇
日
に
鳥
取
帰
着
と
あ
る
た
め
、
依
頼
は
こ
の
間
と
考
え
ら
れ

る
。
慶
応
元
年
五
月
五
日
に
胸
痛
の
病
気
で
死
去
し
た
。

　

田
村
と
石
原
が
関
係
し
た
藩
債
史
料
は
奇
跡
的
に
残
さ
れ
岡
崎
家

資
料
に
含
ま
れ
る
。「
（0
御
借
財
調
（
藩
債
）」「
（（
（
藩
債
に
関
す
る

書
上
）」「
（（
（
藩
債
返
済
に
関
す
る
調
書
）」「
（6
（
丑
年
御
米
見
積

書
）」
は
詳
細
な
目
録
と
し
て
表
（
を
示
す
（
以
下
、
当
該
史
料
は

「
史
料
名
」（
番
号
）
で
示
す
））
（
（

。

（
2
）　
江
戸
雑
用
金

　

鳥
取
藩
は
大
坂
両
替
商
よ
り
雑
用
金
や
臨
時
御
用
で
融
資
す
る
集

団
を
結
成
し
て
お
り
、
そ
の
「
江
戸
雑
用
金
」
を
毎
月
出
銀
す
る
商

人
集
団
を
便
宜
上
「
組
合
」
と
称
す
る
。
文
久
～
元
治
期
に
は
、
両

家
と
称
さ
れ
る
鴻
池
新
十
郎
と
平
野
屋
五
兵
衛
、
千
草
屋
宗
十
郎
・

中
村
六
兵
衛
・
炭
屋
安
兵
衛
（
以
下
、
炭
安
と
略
記
）・
平
野
屋
新
兵

衛
・
天
王
寺
屋
忠
次
郎
・
吹
田
屋
六
兵
衛
・
布
屋
甚
九
郎
・
銭
屋
佐

兵
衛
・
加
島
屋
作
兵
衛
・
塩
屋
茂
助
・
万
屋
伊
太
郎
・
雑
喉
屋
三
郎

兵
衛
・
油
屋
吉
次
郎
で
あ
る
（
鴻
池
・
銭
佐
は
表
（
・
（
参
照
））
（1
（

。
他

に
、
後
に
組
合
に
加
入
す
る
炭
屋
彦
五
郎
（
以
下
、
炭
彦
と
略
記
）、

加
入
は
無
い
が
出
雲
屋
三
郎
兵
衛
の
動
き
も
見
逃
せ
な
い
（
右
側
に

傍
線
を
付
し
た
人
名
は
田
村
図
書
と
石
原
節
之
丞
に
よ
る
出
銀
者
）。

（
3
）　
金
相
場
建
問
題

　

田
村
図
書
が
文
久
二
戌
年
依
頼
の
六
万
両
（
以
下
、【
田
村
】
と
略

記
）、
石
原
節
之
丞
が
文
久
三
亥
年
依
頼
の
一
〇
万
両
（
以
下
、【
石

原
】
と
略
記
）、
合
計
一
六
万
両
は
、
貸
付
時
に
は
出
銀
さ
れ
て
金

へ
と
換
算
さ
れ
る
が
、
出
銀
時
の
相
場
建
で
揺
れ
も
認
め
ら
れ
る
。

【
田
村
】【
石
原
】
は
表
（
に
も
示
し
た
。

　
「
御
手
当
金
」（
（0
─
（
））
（（
（

を
考
察
す
る
と
、【
田
村
】
は
文
久
二
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年
五
～
六
月
頃
に
依
頼
の
た
め
、
銀
高
が
金
一
両
＝
銀
六
〇
匁
で
換

算
さ
れ
、
平
野
屋
（
二
一
〇
〇
貫
目
）
と
出
雲
屋
（
一
五
〇
〇
貫
目
）

で
計
三
六
〇
〇
貫
目
と
あ
る
。【
石
原
】
に
関
し
て
は
、
金
高
だ
け

を
記
す
各
家
は
平
野
屋
が
一
万
両
・
炭
安
と
炭
彦
が
各
二
万
両
ず

つ
・
油
屋
と
布
屋
が
各
五
〇
〇
〇
両
ず
つ
と
あ
り
、
藩
へ
渡
す
金
額

だ
け
は
先
決
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
う
銀
高
は
基
本
問
題
視
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
金
高
（
銀
高
）
併
記
の
各
家

が
千
草
屋
は
二
万
三
八
〇
〇
両
（
二
〇
〇
〇
貫
目
）・
銭
佐
は
九
五
〇

〇
両
（
八
〇
〇
貫
目
）・
鴻
池
は
一
一
九
〇
両
（
一
〇
〇
貫
目
）
で
、

当
時
は
金
一
両
＝
銀
八
四
匁
で
換
算
す
る
が
銀
高
も
記
さ
れ
て
い
る

た
め
、
藩
へ
渡
さ
れ
る
金
高
も
若
干
変
動
し
う
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

て
い
る
。

　
【
田
村
】
と
【
石
原
】
で
は
相
場
差
が
二
四
匁
差
も
あ
り
、【
石

原
】
で
は
大
坂
で
の
金
相
場
上
昇
を
受
け
て
対
処
法
が
二
つ
出
た
。

す
で
に
文
久
三
年
九
月
一
五
日
「
口
達
」
に
「
以
来
金
壱
両
ニ
付
銀

八
拾
匁
以
上
之
相
場
を
以
両
替
致
間
敷
候
、
尤
八
拾
目
以
下
之
相
場

相
立
候
義
ハ
不
苦
候
」
と
あ
り
、
金
一
両
＝
銀
八
〇
匁
以
上
で
両
替

す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
一
月
七
日
「
口
達
」
で
は

「
当
分
之
内
天
然
之
相
場
ニ
復
し
、
正
金
打
与
唱
、
銀
手
形
を
以
正

金
買
入
ニ
向
ひ
候
分
ニ
限
り
、
打
銀
取
遣
り
致
候
義
急
度
相
止
、
以

前
之
通
金
銀
売
買
可
致
候
」
と
あ
り
、
金
一
両
＝
銀
八
〇
匁
の
公
定

相
場
は
廃
止
し
た
が
、
正
金
打
と
唱
え
銀
手
形
で
正
金
を
買
い
入
れ

る
際
の
打
銀
は
禁
止
す
る
が
金
銀
売
買
は
許
可
し
た）（1
（

。

　
「
戌
年
御
請
…
（
平
野
屋
・
千
草
屋
）」（
（（
─
（
））
（1
（

で
、【
田
村
】
六

万
両
の
銀
高
に
関
し
、
金
一
両
を
銀
六
〇
匁
か
ら
銀
八
〇
匁
で
仕
切

り
直
し
、「
違
ひ
目
」
を
加
え
、
平
野
屋
（
二
八
〇
〇
貫
目
）
と
出
雲

屋
（
二
〇
〇
〇
貫
目
）
で
計
四
八
〇
〇
貫
目
と
し
た
。【
石
原
】
で
は

金
一
両
＝
銀
八
〇
匁
で
換
算
さ
れ
た
た
め
、
特
に
金
高
（
銀
高
）
併

表 1　藩債関係史料

No． 原表題〔内容表題〕 「書き出し」（内容） 作成年代 形態 数量 備考

（0 御借財調（藩債）

（0-（ 御古借調 「御古借之分」（江戸・大坂で毎年要する米と銀） （元治元年） 状 （

（0-（ 御借財調 「当子春越し借財調」（江戸馬喰町・大坂・御国） 子（元治元年） 状 （ 付紙あり

（0-（ 御借金増減 「戌正月改」（御国・江戸・大坂・他） （元治元年） 状 （

（0-（ 御手当金
「田村図書ゟ申談し候御手当金」（田村図書より6万両）、
「石原節之丞ゟ申談し候拾万両之口」

（文久（～元治
元年）

状 （

（0-（ 四
「御差別調」（平野屋・鴻池・千草屋・炭安・炭彦・布
屋・銭屋・出雲屋・油屋の銀高）

丑（慶応元年） 状 （
付紙あり、
（（-（に接す

（（ （藩債に関する書上）

（（-（
「戌年御請…（平野屋・出雲屋）」（亥年御請は平野屋・
千草屋・炭安・炭彦・銭屋・油屋、依頼調達之分は
鴻池・布屋）

（元治元年） 状 （

（（-（ 石原節之丞ゟ談事
「昨亥年御談御請高」（平野屋・炭安・炭彦・銭屋・油
屋・布屋・鴻池・千艸屋）

（元治元年） 状 （

（（-（-（
「一御平用無し」（武器・銀納・御除・為御登・御銀札
場戻し等の金銀高振り分け）

状 （

（（-（-（ 「木綿代滞之内百壱貫目ニ付壱分歩」（金（000両借用） 状 （

（（-（
「一銀弐千貫目　千草屋宗十郎」（炭安・炭彦・銭屋・
油屋・平野屋・布屋・鴻池の金銀高）

亥（文久（年） 状 （

（（-（
「田村図書ヨリ申談候御手当金」（「石原節之丞ゟ申談
候御手当金」納銀済と残銀）

状 （

（（ （藩債返済に関する調書）

（（-（ 壱
「一金相場立之処不治定…」（80匁立で取調。平野屋・
千草屋・炭安、銭屋、出雲屋の御差別方針）

（慶応元年） 状 （

（（-（ 弐
「納銀調」（平野屋・鴻池・千草屋・炭安・炭彦・布
屋・銭屋・出雲屋・油屋）

（慶応元年） 状 （

（（-（ 三
「御手当金納銀残り調」（平野屋・鴻池・千草屋・炭
安・炭彦・布屋・銭屋・出雲屋・油屋）

（慶応元年） 状 （ （0-（に接す

（6 （丑年御米見積書）
「丑
（ママ）

御米見積」「古米共　一、六万五千四石程　積出シ
地払高」（大坂廻し、地払尾道払）

（慶応元年） 状 （

参考：『資料調査報告書─旧鳥取藩士岡崎家資料─（昭和60年度）』（（（集）鳥取県立博物館、（（86年、 （頁。
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表 1　藩債関係史料

No． 原表題〔内容表題〕 「書き出し」（内容） 作成年代 形態 数量 備考

（0 御借財調（藩債）

（0-（ 御古借調 「御古借之分」（江戸・大坂で毎年要する米と銀） （元治元年） 状 （

（0-（ 御借財調 「当子春越し借財調」（江戸馬喰町・大坂・御国） 子（元治元年） 状 （ 付紙あり

（0-（ 御借金増減 「戌正月改」（御国・江戸・大坂・他） （元治元年） 状 （

（0-（ 御手当金
「田村図書ゟ申談し候御手当金」（田村図書より6万両）、
「石原節之丞ゟ申談し候拾万両之口」

（文久（～元治
元年）

状 （

（0-（ 四
「御差別調」（平野屋・鴻池・千草屋・炭安・炭彦・布
屋・銭屋・出雲屋・油屋の銀高）

丑（慶応元年） 状 （
付紙あり、
（（-（に接す

（（ （藩債に関する書上）

（（-（
「戌年御請…（平野屋・出雲屋）」（亥年御請は平野屋・
千草屋・炭安・炭彦・銭屋・油屋、依頼調達之分は
鴻池・布屋）

（元治元年） 状 （

（（-（ 石原節之丞ゟ談事
「昨亥年御談御請高」（平野屋・炭安・炭彦・銭屋・油
屋・布屋・鴻池・千艸屋）

（元治元年） 状 （

（（-（-（
「一御平用無し」（武器・銀納・御除・為御登・御銀札
場戻し等の金銀高振り分け）

状 （

（（-（-（ 「木綿代滞之内百壱貫目ニ付壱分歩」（金（000両借用） 状 （

（（-（
「一銀弐千貫目　千草屋宗十郎」（炭安・炭彦・銭屋・
油屋・平野屋・布屋・鴻池の金銀高）

亥（文久（年） 状 （

（（-（
「田村図書ヨリ申談候御手当金」（「石原節之丞ゟ申談
候御手当金」納銀済と残銀）

状 （

（（ （藩債返済に関する調書）

（（-（ 壱
「一金相場立之処不治定…」（80匁立で取調。平野屋・
千草屋・炭安、銭屋、出雲屋の御差別方針）

（慶応元年） 状 （

（（-（ 弐
「納銀調」（平野屋・鴻池・千草屋・炭安・炭彦・布
屋・銭屋・出雲屋・油屋）

（慶応元年） 状 （

（（-（ 三
「御手当金納銀残り調」（平野屋・鴻池・千草屋・炭
安・炭彦・布屋・銭屋・出雲屋・油屋）

（慶応元年） 状 （ （0-（に接す

（6 （丑年御米見積書）
「丑
（ママ）

御米見積」「古米共　一、六万五千四石程　積出シ
地払高」（大坂廻し、地払尾道払）

（慶応元年） 状 （

参考：『資料調査報告書─旧鳥取藩士岡崎家資料─（昭和60年度）』（（（集）鳥取県立博物館、（（86年、 （頁。
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表 2　田村図書依頼・石原節之丞依頼・当用による出銀

両替商名 出雲屋三郎兵衛 平野屋五兵衛 平野屋五兵衛 千草屋宗十郎 炭屋安兵衛 炭屋彦五郎 銭屋佐兵衛 油屋吉次郎 鴻池新十郎 布屋甚九郎 計

依頼者名 田村図書 田村図書 石原節之丞 当用 石原節之丞 当用 石原節之丞 当用 石原節之丞 石原節之丞 石原節之丞 石原節之丞 石原節之丞

両 両 両 両 両 両 両 両 両 両 両
依頼金額（※（） 60,000 （0,000 （（,800 （0,000 （0,000 （,（00 （,000 （,（（0 （,000 （（（,（（0
実際金額（※（） （（,000 （（,000 （0,000 （（,000 （0,000 （0,000 （0,000 （,000 （,（（0 （,000 （（6,（（0

貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁
代銀高（60匁建） （,（00,000 （,（00,000
代銀高（80匁建） （,000,000 （,800,000 800,000 （,000,000 （,600,000 （,600,000 800,000 （00,000 （00,000 （00,000 （（,（00,000
金相場違い目 （00,000 （00,000

文久 （亥年 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁

6 月納 （0,000
（ 月納 60,000 （00,000
8 月納① （（0,000 （,0（0,000 （00,000 （（0,000 （（0,000 （（0,000 （0,000 （0,000
8 月納② （0,000 （,（（0,000
（ 月納 （00,000 （（0,000 （（0,000
（0月納 （00,000
（（月納
（（月納 （（0,000 60,000

元治元子年 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁

（ 月納 （（0,000 （00,000 （（0,000 （（0,000 （（0,000 （0,000
8 月納 （00,000
（ 月納 （（0,000
（0月納 （00,000 （00,000 （（0,000 （（0,000 （0,000 80,000 （0,000
（（月納 （00,000 （00,000 （（0,000 （0,000 （（0,000
（（月納（当用） （00,000 （（0,000 （,0（0,000
（（月納① （（0,000 （00,000 （00,000 （（0,000 （0,000
（（月納② （0,000
（（月納（当用）① （00,000 （（0,000
（（月納（当用）② （0,000

納済銀高計 （,000,000 （,0（0,000 （,（（0,000 （,000,000 （,000,000 800,000 （00,000 （00,000 （00,000 8,000,000

元治元年中御差別高 -（（6,000 -（（6,000

慶応元年初納済銀高計 （,000,000 （,0（0,000 （,（（0,000 （,000,000 （,000,000 68（,000 （00,000 （00,000 （00,000 （,88（,000

未出銀高 （,000,000 （,（（0,000 6（0,000 600,000 600,000 0 （00,000 0 0 （,（00,000

※ （ �：【田村】は60匁替で平野屋・出雲屋より出された金額である。【石原】は8（匁替で千草屋・銭佐より出
された金高である（鴻池もそれに準じる）。

※ （：【田村】【石原】共に80匁替で出された金高である。
注 （：平野屋五兵衛「当用」に関し返済予定は「丑（元治（）（月限」である。
注 （：千草屋宗十郎「当用」に関し返済予定は、（（0貫目が「丑（元治（）（月限」、（00貫目が「丑（元治 （＝慶応

元）（月限」である。
注 （：炭屋安兵衛「当用」に関し返済予定は、共に「丑（元治 （＝慶応元）（月限」である。
出典：「御手当金」（（0─（）、「戌年御請…（平野屋・千草屋）」（（（─（）、「一銀弐千貫目　千草屋宗十郎」（（（─

（）、「弐」（（（─（）より作成。表中の「未出銀高」の銀額は「三」（（（─（）を参照。
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表 2　田村図書依頼・石原節之丞依頼・当用による出銀

両替商名 出雲屋三郎兵衛 平野屋五兵衛 平野屋五兵衛 千草屋宗十郎 炭屋安兵衛 炭屋彦五郎 銭屋佐兵衛 油屋吉次郎 鴻池新十郎 布屋甚九郎 計

依頼者名 田村図書 田村図書 石原節之丞 当用 石原節之丞 当用 石原節之丞 当用 石原節之丞 石原節之丞 石原節之丞 石原節之丞 石原節之丞

両 両 両 両 両 両 両 両 両 両 両
依頼金額（※（） 60,000 （0,000 （（,800 （0,000 （0,000 （,（00 （,000 （,（（0 （,000 （（（,（（0
実際金額（※（） （（,000 （（,000 （0,000 （（,000 （0,000 （0,000 （0,000 （,000 （,（（0 （,000 （（6,（（0

貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁
代銀高（60匁建） （,（00,000 （,（00,000
代銀高（80匁建） （,000,000 （,800,000 800,000 （,000,000 （,600,000 （,600,000 800,000 （00,000 （00,000 （00,000 （（,（00,000
金相場違い目 （00,000 （00,000

文久 （亥年 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁

6 月納 （0,000
（ 月納 60,000 （00,000
8 月納① （（0,000 （,0（0,000 （00,000 （（0,000 （（0,000 （（0,000 （0,000 （0,000
8 月納② （0,000 （,（（0,000
（ 月納 （00,000 （（0,000 （（0,000
（0月納 （00,000
（（月納
（（月納 （（0,000 60,000

元治元子年 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁

（ 月納 （（0,000 （00,000 （（0,000 （（0,000 （（0,000 （0,000
8 月納 （00,000
（ 月納 （（0,000
（0月納 （00,000 （00,000 （（0,000 （（0,000 （0,000 80,000 （0,000
（（月納 （00,000 （00,000 （（0,000 （0,000 （（0,000
（（月納（当用） （00,000 （（0,000 （,0（0,000
（（月納① （（0,000 （00,000 （00,000 （（0,000 （0,000
（（月納② （0,000
（（月納（当用）① （00,000 （（0,000
（（月納（当用）② （0,000

納済銀高計 （,000,000 （,0（0,000 （,（（0,000 （,000,000 （,000,000 800,000 （00,000 （00,000 （00,000 8,000,000

元治元年中御差別高 -（（6,000 -（（6,000

慶応元年初納済銀高計 （,000,000 （,0（0,000 （,（（0,000 （,000,000 （,000,000 68（,000 （00,000 （00,000 （00,000 （,88（,000

未出銀高 （,000,000 （,（（0,000 6（0,000 600,000 600,000 0 （00,000 0 0 （,（00,000

※ （ �：【田村】は60匁替で平野屋・出雲屋より出された金額である。【石原】は8（匁替で千草屋・銭佐より出
された金高である（鴻池もそれに準じる）。

※ （：【田村】【石原】共に80匁替で出された金高である。
注 （：平野屋五兵衛「当用」に関し返済予定は「丑（元治（）（月限」である。
注 （：千草屋宗十郎「当用」に関し返済予定は、（（0貫目が「丑（元治（）（月限」、（00貫目が「丑（元治 （＝慶応

元）（月限」である。
注 （：炭屋安兵衛「当用」に関し返済予定は、共に「丑（元治 （＝慶応元）（月限」である。
出典：「御手当金」（（0─（）、「戌年御請…（平野屋・千草屋）」（（（─（）、「一銀弐千貫目　千草屋宗十郎」（（（─

（）、「弐」（（（─（）より作成。表中の「未出銀高」の銀額は「三」（（（─（）を参照。
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記
の
各
家
は
銀
高
に
変
更
は
な
く
金
高
が
増
え
、
千
草
屋
が
二
万
五

〇
〇
〇
両
・
銭
佐
が
一
万
両
、
鴻
池
が
皆
納
だ
が
一
二
五
〇
両
と

な
っ
た
。「
石
原
節
之
丞
ゟ
談
事
」（
（（
─
（
））
（1
（

で
も
金
相
場
値
に
関

し
て
は
同
じ
で
あ
る
。

　
「
弐
」（
（（
─
（
））
（1
（

で
は
文
久
三
亥
年
六
月
～
元
治
元
子
年
一
二
月

の
【
田
村
】【
石
原
】
で
の
出
銀
状
況
が
判
明
し
、
表
（
に
も
反
映

し
た
が
、
更
に
こ
の
史
料
は
「
戌
年
御
請
…
（
平
野
屋
・
千
草
屋
）」

（
（（
─
（
）
と
で
内
容
を
比
較
す
る
と
、
元
治
元
年
一
〇
月
納
銀
高

は
【
田
村
】
平
野
屋
で
予
定
一
〇
〇
貫
目
だ
っ
た
が
実
際
二
〇
〇
貫

目
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
の
金
相
場
建
に
つ
い

て
「
壱
」（
（（
─
（
）
で
は
「
金
相
場
立
之
処
、
不
治
定
之
向
茂
御

座
候
得
共
、
都
而
八
拾
目
立
ニ
而
取
調
候
事
」
と
あ
り
、
不
安
定
要

素
も
あ
る
が
藩
は
銀
八
〇
匁
で
の
取
調
方
針
を
確
認
し
て
い
る
。
続

い
て
「
先
ツ
只
今
内
納
メ
之
侭
ニ
而
見
切
り
、
改
メ
而
此
後
之
御
手

当
軽
ク
談
シ
置
申
度
」
と
し
て
、
現
段
階
で
納
め
ら
れ
た
も
の
は
そ

の
ま
ま
で
、
今
後
は
改
め
て
検
討
す
る
と
し
て
い
る
。

　

金
相
場
建
は
金
一
両
に
つ
き
銀
高
で
、
文
久
二
年
の
【
田
村
】
で

は
六
〇
匁
、
文
久
三
年
で
は
金
相
場
上
昇
に
よ
り
八
四
匁
で
見
込
み
、

文
久
三
年
九
月
の
大
坂
で
の
八
〇
匁
公
定
相
場
に
準
じ
る
形
を
適
用

し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
【
田
村
】
で
二
〇
匁
差
が
出
た
た

め
、
銀
高
差
を
六
万
両
に
合
う
よ
う
出
銀
高
へ
加
え
て
決
着
し
た
。

他
方
、
銀
高
を
先
決
し
藩
へ
納
め
る
金
高
に
は
若
干
の
変
動
が
出
う

る
家
も
あ
っ
た
。
幕
末
の
金
相
場
上
昇
は
、
大
名
貸
で
相
場
建
の
設

定
が
懸
案
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

藩
と
大
坂
両
替
商
の
合
意
に
は
「
世
変
」「
非
常
」
の
際
で
も
藩

へ
納
金
す
る
が
、
一
時
に
納
め
ら
れ
な
い
た
め
繰
り
合
い
以
て
割
納

す
る
と
し
て
お
り
、
御
差
別
予
定
は
三
年
計
画
に
し
て
い
る）（1
（

。

三　

鳥
取
藩
の
負
債
と
御
差
別
予
定
案

（
1
）　
元
治
元
年
に
お
け
る
鳥
取
藩
の
負
債

　

江
戸
・
御
国
・
大
坂
関
係
の
藩
債
史
料
「
御
古
借
調
」（
（0
─

（
）
～
「
御
手
当
金
」（
（0
─
（
）
は
相
互
に
関
連
す
る
史
料
で
あ
り）（1
（

、

そ
こ
か
ら
元
治
元
年
前
半
の
藩
債
状
況
を
分
析
す
る
。

　

江
戸
の
貸
付
役
所
が
文
久
三
年
以
降
に
適
用
し
た
返
済
救
済
規
定

は
三
点
で
、
①
安
政
六
年
以
前
の
貸
付
役
所
か
ら
の
借
入
分
は
年
五

歩
利
へ
引
き
下
げ
、
②
元
利
金
二
〇
年
賦
返
済
、
③
元
利
滞
納
分
の

一
ヶ
年
返
納
延
期
と
一
ヶ
年
分
納
入
高
の
五
ヶ
年
割
返
納
、
を
認
め

た
。
こ
の
返
済
救
済
規
定
は
、
ペ
リ
ー
来
航
以
来
の
旗
本
・
大
名
へ

の
様
々
な
御
用
に
対
す
る
見
返
り
の
意
味
も
あ
る
が
、
他
方
で
貸
付

役
所
は
拝
借
金
返
納
が
減
少
し
て
新
規
貸
付
に
支
障
も
出
て
い
た
。
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こ
の
支
障
に
対
し
、
幕
府
は
文
久
元
年
に
一
万
五
〇
〇
〇
両
、
同
三

年
に
一
二
万
両
、
元
治
元
年
に
三
五
万
両
の
資
金
援
助
を
貸
付
役
所

に
行
っ
た
。
貸
付
金
は
原
則
的
に
「
明
高
」
が
あ
る
場
合
に
認
め
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
「
明
高
」
と
は
「
目
当
高
」（
貸
付
上
限
額
）
と
、

こ
れ
ま
で
の
貸
付
高
と
の
差
額
を
指
す
。「
目
当
高
」
と
は
天
保
一

四
年
（
一
八
四
三
）
の
半
高
棄
捐
・
半
高
無
利
息
年
賦
返
済
と
い
う

主
法
替
の
際
に
、
万
石
以
上
の
場
合
は
高
一
万
石
に
つ
き
無
利
息
金

を
含
め
て
三
〇
〇
〇
両
（
利
息
付
の
み
借
入
の
場
合
、
従
来
通
り
万
石

以
上
の
場
合
は
高
一
万
石
に
つ
き
二
〇
〇
〇
両
）
と

さ
れ
た）（1
（

。
こ
の
返
済
救
済
規
定
は
鳥
取
藩
へ
も
適

用
さ
れ
て
い
る
。

　

江
戸
の
貸
付
役
所
か
ら
の
借
入
高
は
三
万
四
七

七
八
両
だ
っ
た
が
二
〇
一
二
両
拝
借
増
し
を
行
い
、

残
高
七
口
で
三
万
六
七
九
〇
両
三
分
に
な
っ
た
。

七
口
の
内
訳
は
、
三
口
が
年
五
歩
利
を
元
治
元
年

よ
り
無
利
息
二
〇
年
賦
で
一
万
九
五
〇
〇
両
、
四

口
が
五
年
賦
以
上
で
一
万
七
二
九
〇
両
三
分
余
程

に
な
る
。
ま
た
、
七
口
の
年
返
済
合
計
高
は
三
七

九
五
両
に
な
っ
た
。

　

大
坂
で
の
臨
時
御
用
で
の
五
五
六
〇
貫
目
出
銀

は
表
（
に
示
し
た
が
、
こ
れ
は
金
六
万
五
四
一
二

両
程
に
換
算
さ
れ
る
。【
田
村
】【
石
原
】
で
の
三

九
一
〇
貫
目
の
出
銀
は
、
表
（
の
元
治
元
年
七
月

納
の
直
前
を
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
表

表 3　元治元年春越し借財高（大坂のみ）

借入銀高 記事
貫，　目

（,0（0,000 田村図書 6万両の内（平野屋五兵衛）
（（0,000 田村図書 6万両の内（出雲屋三郎兵衛）
（00,000 石原節之丞（0万両の内（炭屋安兵衛）
（00,000 石原節之丞（0万両の内（炭屋彦五郎）
（00,000 石原節之丞（0万両の内（千草屋宗十郎）
（（0,000 石原節之丞（0万両の内（銭屋佐兵衛）
（00,000 石原節之丞（0万両の内（布屋甚九郎）
（00,000 石原節之丞（0万両の内（鴻池新十郎）
（60,000 石原節之丞（0万両の内（油屋吉次郎）

（（0,000 当用御借銀（平野屋五兵衛）→御差別時期不明
（（0,000 当用御借銀（炭屋安兵衛）→当（元治元）（月御差別済
（00,000 当用御借銀（炭屋彦五郎）→当（元治元）（・ （月御差別済
（（0,000 当用御借銀（千草屋宗十郎）→当（元治元）（月御差別済
（00,000 当用御借銀（出雲屋三郎兵衛）
（00,000 当用御借銀（加島屋作兵衛）
（00,000 当用御借銀（天王寺屋嘉十郎）
（00,000 当用御借銀（塩屋亥三郎）

注 （：合計の銀（（60貫目を金 6万（（（（両で割ると金 （両＝銀8（.（（（…匁になり、
金 （両＝銀8（匁と推定。

注 （：付紙の「上段之外」には、平野屋は（（0貫目・炭安（（0貫目・炭彦（（0貫目・
千草屋（00貫目・銭佐（（0貫目・油屋（0貫目の計（（0貫目を出銀しており、表
（の元治元子年 （月納銀高である。

出典：「御借財調」（（0─（）より作成。
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（
・
（
に
あ
る
「
当
用
御
借
銀
」
の
性
格
と
、
そ
の
一
六
五
〇
貫
目

（
表
（
の
下
段
）
の
詳
細
は
四
章
（
（
）
で
後
述
す
る
。
藩
債
の
増
加

状
況
は
「
御
借
金
増
減
」（
（0
─
（
）
に
依
れ
ば
、
臨
時
御
用
で
文

久
二
年
初
の
「
当
用
御
借
銀
」
残
高
二
万
五
三
六
〇
両
だ
っ
た
が
、

同
二
・
三
年
に
「
大
坂
御
手
当
金
御
借
増
し
」
四
万
五
二
両
が
加
わ

り
、「
御
借
財
調
」（
（0
─
（
）
に
あ
る
元
治
元
年
の
六
万
五
四
一
二

両
程
に
な
っ
た
。

　
「
御
借
金
増
減
」（
（0
─
（
）
で
、
江
戸
・
御
国
・
大
坂
の
「
子
正

月
改
御
借
財
高
」
は
一
二
万
九
一
五
九
両
で
、
文
久
二
年
初
の
七
万

五
三
九
五
両
に
、
同
二
・
三
年
に
五
万
三
七
六
四
両
が
加
わ
っ
た
と

述
べ
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
、
江
戸
で
「
御
勘
定
所
御
除
金
御
操
出

し
」
六
万
九
七
〇
三
両
、「
江
戸
御
手
当
金
御
操
出
し
」
二
万
五
三

一
二
両
が
あ
り
、
江
戸
御
手
当
金
は
臨
時
御
用
で
江
戸
両
替
商
か
ら

の
借
入
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
だ
他
に
、
朱
字
記
載
の
二
口
も
あ
り
、

金
四
〇
〇
〇
両
と
銀
札
一
四
五
〇
貫
目
は
銀
札
場
よ
り
文
久
三
年
冬

以
来
の
借
入
分
、
銀
一
〇
一
八
貫
五
八
〇
目
は
大
坂
で
の
「
江
戸
定

式
御
雑
用
并
扶
持
方
金
」
の
借
銀
で
御
差
別
の
滞
り
分
で
あ
る
。
二

口
の
返
済
は
「
御
米
代
を
以
御
差
別
ニ
可
相
成
処
、
追
々
不
時
御
入

用
相
嵩
御
操
合
付
不
申
滞
り
居
申
候
」
と
あ
り
、
米
売
却
代
で
御
差

別
の
積
り
が
不
時
の
入
用
が
嵩
み
返
済
が
滞
っ
て
い
る
。

　

古
借
へ
の
返
済
は
「
御
古
借
調
」（
（0
─
（
）
で
、
江
戸
と
大
坂

の
両
替
商
に
対
し
て
毎
年
、
合
計
で
米
一
九
二
五
石
と
銀
一
一
二
貫

六
〇
〇
目
余
程
が
支
出
さ
れ
て
い
る
。
米
は
、
江
戸
金
主
へ
の
古
借

二
〇
万
両
余
と
大
坂
銀
主
へ
の
古
借
一
万
七
一
九
〇
貫
目
余
に
対
し
、

年
一
九
二
五
石
を
送
っ
て
い
る
。
銀
は
千
草
屋
と
炭
彦
へ
の
古
借
に

対
し
年
九
四
貫
六
〇
〇
目
位
の
返
済
を
続
け
て
お
り
、
他
に
も
池
田

仲
立
が
平
野
屋
新
兵
衛
か
ら
の
借
銀
引
請
分
に
対
し
年
一
八
貫
目
余

の
返
済
を
し
て
い
る
。

（
2
）　
田
村
図
書
・
石
原
節
之
丞
依
頼
分
の
御
差
別
予
定
案

　

慶
応
元
丑
年
と
推
定
さ
れ
る
「（
丑
年
御
米
見
積
書
）」（
（6
）
で
は
、

「
積
出
シ
地
払
高
」
六
万
五
〇
〇
四
石
余
の
内
、
大
坂
廻
米
高
が
三

万
二
〇
〇
〇
石
で
あ
る
。
他
方
、
同
年
作
成
と
推
定
の
「
四
」（
（0

─
（
）
の
「
御
差
別
調
」
で
は
、
平
野
屋
・
鴻
池
・
千
草
屋
・
炭

安
・
炭
彦
・
布
屋
・
銭
佐
・
出
雲
屋
・
油
屋
の
出
銀
高
は
計
七
八
八

四
貫
目
、
各
家
の
出
銀
内
訳
は
表
（
中
の
「
慶
応
元
年
初
納
済
銀
高

計
」
に
示
し
た
が
、
こ
の
銀
高
の
御
差
別
は
三
年
・
六
年
・
一
〇
年

と
五
年
計
画
で
見
積
も
っ
て
い
る
。

　

三
年
計
画
（
丑
～
卯
）
は
、
年
に
二
六
二
八
貫
目
ず
つ
元
入
す
る

見
込
み
で
、
藩
の
支
払
利
息
は
慶
応
元
丑
年
の
利
銀
を
六
六
二
貫
目



117

余
り
と
見
積
も
る
。
つ
ま
り
藩
の
残
銀
高
七
八
八
四
貫
目
を
月
七
朱

利
で
計
算
す
る
と
月
利
五
五
貫
一
八
八
匁
で
一
二
ヶ
月
利
六
六
二
貫

目
二
五
六
匁
と
な
る
。「
但
シ
明
年
ゟ
者
利
銀
少
之
減
し
」
と
述
べ

て
い
る
た
め
、
支
払
利
息
を
月
七
朱
利
と
し
て
、
慶
応
二
寅
年
の
残

銀
五
二
五
六
貫
目
は
月
利
三
六
貫
七
九
二
匁
で
一
二
ヶ
月
利
四
四
一

貫
五
〇
四
匁
、
慶
応
三
卯
年
の
残
銀
二
六
二
八
貫
目
は
月
利
一
八
貫

三
九
六
匁
で
一
二
ヶ
月
利
二
二
〇
貫
七
五
二
匁
と
計
算
さ
れ
る
。

　

六
年
計
画
（
丑
～
午
）
は
「
昨
年
平
野
屋
ゟ
申
出
ル
差
別
方
者
、

亥
年
納
之
分
ハ
丑
ゟ
夘
迄
三
ヶ
年
割
、
子
・
丑
年
納
之
分
者
辰
ゟ
午

迄
三
ヶ
年
割
、
右
之
歩
ミ
六
ヶ
年
割
差
別
与
〆
」
と
あ
り
、
元
治
元

年
に
平
野
屋
か
ら
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
文
久
三
亥
年

納
銀
高
三
九
一
〇
貫
目
は
、
三
年
（
丑
～
卯
）
で
元
入
し
て
（
一
三

〇
三
貫
三
三
三
・
三
三
三
…
匁
ず
つ
）
皆
済
さ
せ
る
。
次
に
、
元
治
元

子
年
納
銀
高
四
〇
九
〇
貫
目
よ
り
御
差
別
高
一
一
六
貫
目
（
銭
佐
）

を
差
し
引
い
た
残
高
三
九
七
四
貫
目
は
、
三
年
（
辰
～
午
）
で
元
入

し
て
（
一
三
二
四
貫
六
六
六
・
六
六
六
…
匁
ず
つ
）
皆
済
さ
せ
る
。
最

後
に
、
こ
の
歩
み
の
六
ヶ
年
割
で
年
に
一
三
一
四
貫
目
ず
つ
と
記
し

て
お
り
、
つ
ま
り
二
つ
の
三
ヶ
年
割
を
平
均
し
た
一
三
一
三
貫
九
九

九
・
九
九
九
…
匁
に
由
来
し
て
お
り
、「
外
利
銀
右
同
断
」
と
も
述

べ
て
い
る
。

　

一
〇
年
計
画
は
年
に
七
八
八
貫
四
〇
〇
貫
目
ず
つ
の
元
入
で
、

「
外
利
銀
右
同
断
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

五
年
計
画
は
、「
四
」（
（0
─
（
）
の
出
銀
高
七
八
八
四
貫
目
の
下

の
付
紙
に
記
載
さ
れ
、
藩
内
で
三
年
計
画
と
六
年
計
画
を
検
討
し
た

結
果
で
「
当
年
者
在
中
ゟ
献
上
之
五
歩
米
も
御
座
候
ニ
付
先
ツ
三
ヶ

年
割
勝
之
見
込
を
以
御
払
込
ミ
、
来
年
ゟ
ハ
五
歩
米
も
無
御
座
儀
ニ

付
、
当
年
之
御
差
別
残
り
を
来
年
ゟ
五
ヶ
年
割
と
か
ニ
相
成
候
而
者

如
何
可
有
御
座
哉
」
と
あ
り
、
慶
応
元
年
は
在
方
へ
の
五
歩
米
の
賦

課
で
経
済
的
余
力
も
あ
り
、
三
年
計
画
の
銀
高
二
六
二
八
貫
目
を
一

回
元
入
す
る
。
同
二
年
か
ら
五
歩
米
は
無
い
た
め
、
同
二
年
の
残
銀

五
二
五
六
貫
目
を
五
年
計
画
で
の
元
入
を
検
討
し
て
い
る
。
但
し

「
当
年
余
分
御
払
込
ニ
相
成
り
候
ハ
ヽ
惣
方
之
見
込
も
宜
、
且
来
年

ゟ
之
利
銀
も
減
し
候
儀
ニ
付
右
三
ヶ
年
割
之
見
込
ゟ
其
余
之
御
有
余

も
御
座
候
ハ
ヽ
成
り
丈
ヶ
当
年
御
払
込
ミ
ニ
相
成
り
度
」
と
あ
り
、

同
元
年
の
御
差
別
で
多
く
元
入
す
れ
ば
同
二
年
以
降
の
支
払
利
息
も

減
り
、
三
年
計
画
の
元
入
高
よ
り
余
力
が
あ
る
な
ら
ば
同
元
年
中
に

多
く
元
入
の
繰
上
げ
を
強
調
し
て
い
る
。
返
済
計
画
に
関
し
、
藩
は

平
野
屋
か
ら
の
提
案
の
六
年
計
画
を
基
本
に
し
つ
つ
、
藩
内
の
米
を

手
段
に
返
済
期
間
短
縮
を
検
討
し
て
い
た
。
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四　

御
差
別
の
実
際
と
新
た
な
問
題

（
1
）　
銭
屋
佐
兵
衛

　
「
弐
」（
（（
─
（
）
に
基
づ
く
銭
佐
の
出
銀
状
況
は
表
（
に
、「
諸

家
貸
」
で
臨
時
御
用
で
の
出
銀
と
御
差
別
は
表
（
に
示
し
た
が
、
共

に
出
銀
が
一
致
す
る
。「
弐
」（
（（
─
（
）
の
「
納
銀
調
」
に
は
銭
佐

の
御
差
別
の
計
画
も
あ
り
、
計
画
と
実
際
に
つ
い
て
比
較
検
討
を
試

み
て
い
き
た
い
。

　

八
〇
〇
貫
目
の
出
銀
【
石
原
】
は
、
文
久
三
亥
年
八
月
一
七
日
に

一
五
〇
貫
目
の
納
銀
に
始
ま
り
、
元
治
元
子
年
一
二
月
一
五
日
に
五

〇
貫
目
が
納
銀
で
終
わ
る
。
元
治
元
年
七
・
一
一
月
に
は
御
差
別
は

部
分
的
に
始
め
ら
れ
一
一
六
貫
目
が
元
入
（「
弐
」「
諸
家
貸
」）
さ
れ
、

残
高
六
八
四
貫
目
に
な
っ
た
。

　
「
諸
家
貸
」
の
出
銀
で
は
文
久
三
亥
年
八
月
一
七
日
に
一
五
〇
貫

目
・
同
月
二
四
日
に
五
〇
貫
目
・
一
二
月
六
日
に
一
五
〇
貫
目
の
計

三
五
〇
貫
目
は
別
々
に
扱
わ
れ
て
い
る
が
、「
弐
」（
（（
─
（
）
で
は

御
差
別
の
状
況
か
ら
判
断
す
る
と
一
括
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

次
に
「
弐
」（
（（
─
（
）
と
「
諸
家
貸
」
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
御

差
別
の
予
定
と
実
際
を
解
明
し
て
い
く
。
次
に
「
弐
」（
（（
─
（
）

の
六
八
四
貫
目
の
御
差
別
予
定
を
次
の
①
～
③
に
示
す
。

　

①
慶
応
元
丑
年
の
御
差
別
は
六
月
に
八
三
貫
目
、
七
月
に
六
七
貫

目
、
一
一
月
に
五
〇
貫
目
と
六
六
貫
目
、
計
二
六
六
貫
目
を
元
入
す

る
。
②
慶
応
二
寅
年
の
御
差
別
は
六
月
に
八
三
貫
目
、
七
月
に
六
七

貫
目
、
一
一
月
に
五
〇
貫
目
と
六
七
貫
目
、
計
二
六
七
貫
目
を
元
入

す
る
。
③
慶
応
三
夘
年
の
御
差
別
は
六
月
に
八
四
貫
目
、
一
一
月
に

六
七
貫
目
、
計
一
五
一
貫
目
を
元
入
す
る
。

　
「
諸
家
貸
」
で
は
、
御
差
別
の
箇
所
を
「
㊞（朱
印
）印分
消
合
」
と
年
月

を
記
す
例
が
度
々
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
実
際
の
御
差
別
は

（
Ａ
）～（
Ｄ
）
で
展
開
し
て
い
く
。

　
（
Ａ
）
文
久
三
亥
年
八
月
納
の
二
〇
〇
貫
目
（
出
銀
は
一
七
日
に
一

五
〇
貫
目
、
二
四
日
に
五
〇
貫
目
）
に
関
し
て
、
元
治
元
子
年
の
二
度

の
御
差
別
で
は
史
料
か
ら
次
の
相
違
点
が
指
摘
で
き
る
。「
弐
」（
（（

─
（
）
で
は
、
計
二
〇
〇
貫
目
の
内
六
六
貫
目
を
元
治
元
子
年
七
月

に
元
入
し
て
（「
六
拾
六
貫
目　

子
七
月
元
入
」）、
残
高
一
三
四
貫
目

（「
残
而
百
三
拾
四
貫
目　

同
八
月
元
」）
に
な
り
、
そ
れ
は
慶
応
二
寅

年
七
月
に
皆
済
の
予
定
（
①
②
の
七
月
）
で
あ
る
。
他
方
、「
諸
家

貸
」
で
は
、
文
久
三
亥
年
八
月
二
四
日
出
銀
の
五
〇
貫
目
は
元
治
元

年
七
月
一
〇
日
に
御
差
別
さ
れ
、
文
久
三
亥
年
八
月
一
七
日
出
銀
の

一
五
〇
貫
目
（「
○（朱
印
）印分
消
合
、
丑（慶
応
元
）
十
二
月
」）
は
元
治
元
子
年
七
月
一

〇
日
に
一
六
貫
目
の
み
元
入
し
、
残
高
一
三
四
貫
目
と
な
っ
た
。
そ
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の
後
は
御
差
別
の
予
定
が
繰
り
上
げ
ら
れ
、
慶
応
元
丑
年
六
月
二
八

日
に
一
三
四
貫
目
の
元
入
で
皆
済
さ
れ
、
一
二
月
に
帳
簿
か
ら
「
消

合
」
さ
れ
た
。

　
（
Ｂ
）
文
久
三
亥
一
二
月
納
の
一
五
〇
貫
目
は
、
次
の
相
違
点
が

指
摘
で
き
る
。「
弐
」（
（（
─
（
）
で
は
一
五
〇
貫
目
の
内
五
〇
貫
目

を
元
治
元
子
年
一
一
月
に
元
入
し
て
（「
内
五
拾
貫
目　

子
十
一
月
元

入
」）、
残
高
一
〇
〇
貫
目
（「
残
而
百
貫
目　

同
十
二
月
元
ニ
成
ル
」）

に
な
り
、
そ
れ
は
慶
応
二
寅
年
一
一
月
に
皆
済
の
予
定
（
①
②
の
一

表 4　文久 （年～慶応元年（（86（～（86（）の銭佐における出銀と御差別

出銀年月日 雑用金 臨時御用 御差別年月日
貫，　匁 貫，　匁

文久 （年 （月（6日 （,600 元治元年 （月（（日
文久 （年 （月 （日 （,600 元治元年 （月（（日
文久 （年 （月 （日 （,（00 元治元年 （月（（日
文久 （年 （月 （日 （,600 元治元年 （0月（8日
文久 （年 （月 （日 （,（00 元治元年 （0月（8日
文久 （年 6月 （日 （,600 元治元年 （（月（（日
文久 （年 6月（（日 8,（00 元治元年 （（月（（日
文久 （年 8月 （日 （,（00 元治 （年 （月（6日

（Ａ）文久 （年 8月（（日 （（0,000 丑（慶応元）（（月 ○印分消合
（Ａ）文久 （年 8月（（日 （0,000 元治元年 （月（0日

文久 （年 （月 （日 6,600 元治 （年 （月（6日
文久 （年 （0月 （ 日 （,（00 元治 （年 （月（6日
文久 （年 （（月 （ 日 （,800 元治 （年 （月（8日

（Ｂ）文久 （年 （（月 6 日 （（0,000 丑（（月 □印分消合
文久 （年 （（月 （ 日 （0,（00 元治 （年 （月（8日
文久 （年 （（月（（日 （0,（00 慶応元年 （月（0日
文久 （年 （月 （日 （,（00 慶応元年 （月（0日
文久 （年 （月 （日 （,（00 慶応元年 （月（0日
元治元年 （月 （日 （,（00 慶応元年 （月（0日
元治元年 （月 （日 （,（00 慶応元年 （月（（日
元治元年 （月 （日 （,600 慶応元年 （月（（日
元治元年 6月 （日 （,600 慶応元年 （月（（日
元治元年 6月（（日 8,（00 慶応元年 （月（（日

（Ｃ）元治元年 （月（0日 （（0,000 寅（慶応 （）（（月 ⃝壽印分消合
元治元年 8月 （日 6,（00 慶応元年 （月（（日
元治元年 （月 （日 （,（00 慶応元年 閏 （月（8日
元治元年 （0月 （ 日 6,（00 慶応元年 （月（0日

（Ｄ）元治元年 （0月（0日 （0,000 慶応 （年 （月（（日
元治元年 （（月 （ 日 （,（00 慶応元年 8月（（日

（Ｄ）元治元年 （（月（（日 （0,000 慶応 （年 （月（（日
元治元年 （（月 （ 日 （（,（00 慶応元年 8月（（日

（Ｄ）元治元年 （（月 （ 日 80,000 慶応 （年 （月（（日
元治元年 （（月（（日 （（,（00 慶応元年 （月（（日

（Ｄ）元治元年 （（月（（日 （0,000 慶応 （年 （月（（日
元治 （年 （月 （日 6,（00 慶応元年 （月（（日
元治 （年 （月 （日 6,000 慶応元年 （0月（（日
元治 （年 （月 （日 6,（00 慶応元年 （（月（0日
元治 （年 （月 （日 6,（00 慶応元年 （（月（（日
慶応元年 （月 （日 8,（00 慶応 （年 （月（（日
慶応元年 閏 （月 （日 8,（00 慶応 （年 （月（（日
慶応元年 6月 （日 8,（00 慶応 （年 （月（（日
慶応元年 6月（（日 （（,（00 慶応 （年 （月 （日
慶応元年 8月 （日 8,（00 慶応 （年 （月（0日
慶応元年 （月 （日 （,（00 慶応 （年 6月（（日
慶応元年 （0月 （ 日 8,600 慶応 （年 8月（（日
慶応元年 （（月 （ 日 （0,（00 慶応 （年 （0月（（日
慶応元年 （（月 （ 日 （（,（00 慶応 （年 （（月（（日
慶応元年 （（月（（日 （（,（00 慶応 （年 （（月（0日
出典：「諸家貸」（嘉永元年～明治（（年〔大阪歴史博物館寄託　逸身家文書 （─

（〕）。
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一
月
の
五
〇
貫
目
ず
つ
）
で
あ
る
。
他
方
、「
諸
家
貸
」
で
は
、
文
久

三
亥
年
一
二
月
六
日
出
銀
の
一
五
〇
貫
目
（「
□（朱
印
）印分
消
合
、
丑（慶
応
元
）
十
二

月
」）
は
、
元
治
元
子
年
一
一
月
二
八
日
に
五
〇
貫
目
、
慶
応
元
丑

年
八
月
二
八
日
に
三
七
貫
目
、
同
年
九
月
二
六
日
に
六
三
貫
目
で
の

元
入
で
皆
済
さ
れ
、
一
二
月
に
帳
簿
か
ら
「
消
合
」
さ
れ
た
。

　
（
Ｃ
）
元
治
元
子
年
七
月
納
の
二
五
〇
貫
目
は
、
次
の
相
違
点
が

指
摘
で
き
る
。「
弐
」（
（（
─
（
）
で
は
慶
応
三
卯
年
六
月
に
皆
済
の

予
定
（
①
～
③
の
六
月
）
で
あ
る
。
他
方
、「
諸
家
貸
」
で
は
、
元
治

元
子
年
七
月
一
〇
日
出
銀
の
「
三
ヶ
年
割
」
二
五
〇
貫
目
（「
寅
（
慶
応
二
）十

二
月
、（
朱
印
）

⃝壽
印
分
消
合
」）
は
、
慶
応
元
丑
年
一
二
月
二
三
日
に
一

五
〇
貫
目
、
慶
応
二
寅
年
五
月
二
七
日
に
一
〇
〇
貫
目
の
元
入
で
皆

済
さ
れ
、
一
二
月
に
帳
簿
か
ら
「
消
合
」
さ
れ
た
。

　
（
Ｄ
）
元
治
元
子
年
一
〇
～
一
二
月
納
の
二
〇
〇
貫
目
は
、
次
の

相
違
点
が
指
摘
で
き
る
。「
弐
」（
（（
─
（
）
で
は
三
口
の
合
計
二
〇

〇
貫
目
（「
一
五
拾
貫
目　

子
十
月
元
」「
一
弐
拾
貫
目　

同
十
一
月
元
」

「
一
百
三
拾
貫
目　

同
十
二
月
元
」）
は
、
慶
応
三
卯
年
一
一
月
に
皆
済

の
予
定
（
①
～
③
の
一
一
月
の
六
六
貫
目
と
六
七
貫
目
を
二
回
）
で
あ
る
。

他
方
、「
諸
家
貸
」
で
は
、
元
治
元
子
年
一
〇
月
二
〇
日
出
銀
の
五

〇
貫
目
・
一
一
月
一
九
日
出
銀
の
二
〇
貫
目
・
一
二
月
二
日
出
銀
の

八
〇
貫
目
・
同
月
一
五
日
出
銀
の
五
〇
貫
目
で
、
四
口
の
合
計
二
〇

〇
貫
目
で
あ
る
。
そ
の
後
は
御
差
別
の
予
定
が
繰
り
上
げ
ら
れ
、
慶

応
二
寅
年
五
月
二
七
日
の
元
入
で
皆
済
に
な
る
。
銭
佐
「
日
記
」
同

日
条
に
も
「
因
州
御
差
別
五
口
、
助
吉
取
ニ
参
り
候
事）（1
（

」
と
あ
り
、

（
Ｃ
）
の
残
一
〇
〇
貫
目
・（
Ｄ
）
の
二
〇
〇
貫
目
、
計
三
〇
〇
貫
目

を
指
し
て
い
る
。

　
「
弐
」（
（（
─
（
）
と
「
諸
家
貸
」
を
比
較
し
た
（
Ａ
）～（
Ｄ
）
か

ら
言
え
る
こ
と
は
、
①
～
③
の
三
年
で
の
返
済
予
定
を
二
年
～
二
年

半
へ
と
繰
り
上
げ
返
済
し
て
お
り
、
こ
れ
は
藩
か
ら
の
支
払
利
息
の

節
約
を
意
識
し
た
返
済
行
動
だ
ろ
う
。
藩
は
「
壱
」（
（（
─
（
）
で

「
銭
屋
者
最
初
調
達
歩
ミ
御
差
別
歩
ミ
等
取
極
有
之
、
既
ニ
昨
年
百

拾
六
貫
目
元
入
ニ
相
成
り
居
申
ニ
付
、
此
好
ミ
通
り
ニ
御
差
別
可
仕

事
ニ
候
得
共
、
惣
方
御
差
別
年
限
相
極
り
候
ハ
ヽ
銭
屋
之
分
も
惣
方

差
別
同
様
ニ
可
申
談
事
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
銭
佐
に
は
最

初
に
出
銀
と
御
差
別
の
予
定
を
示
す
。
昨
元
治
元
年
に
一
一
六
貫
目

を
元
入
し
た
た
め
、
藩
の
好
み
に
合
わ
せ
て
御
差
別
が
で
き
る
が
、

組
合
の
出
銀
者
全
体
で
御
差
別
年
限
が
定
ま
る
の
な
ら
ば
、
銭
佐
も

組
合
の
御
差
別
を
適
用
す
る
よ
う
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

（
2
）　
鴻
池
新
十
郎

　

鴻
池
新
十
郎
は
【
石
原
】
で
五
〇
貫
目
ず
つ
二
口
を
文
久
三
年
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六
・
八
月
納
で
出
銀
し
、
表
（
中
の
「
慶
応
元
年
初
納
済
銀
高
計
」

に
一
〇
〇
貫
目
が
あ
る
。
他
方
、「
大
福
帳
」
に
は
大
名
貸
に
関
し
、

出
銀
の
記
載
年
月
日
・
雑
用
金
と
臨
時
御
用
で
の
出
銀
高
・
受
取
利

息
・
返
済
の
記
載
年
月
日
・
利
率
と
そ
の
適
用
月
が
記
さ
れ
て
い
る）11
（

。

そ
こ
か
ら
「
松（池
田
慶
徳
）

平
相
模
守
様
」
と
あ
る
も
の
を
順
番
に
抽
出
す
る
と

表
（
に
な
り
、
文
久
二
年
九
月
～
元
治
元
年
一
二
月
の
貸
付
・
御
差

別
・
受
取
利
息
・
月
数
が
窺
え
る
。
表
（
の
「
出
銀
年
月
」
の
「
臨

時
御
用
」
に
関
し
て
「
亥
（
文
久
三
）」
三
・
五
・
七
・
九
・
一
一

月
よ
り
月
五
朱
利
で
出
銀
さ
れ
た
口
は
、「
子
（
元
治
元
）」
三
・

五
・
七
・
九
・
一
一
月
に
月
五
朱
利
で
若
干
の
銀
高
を
増
や
し
て
借

り
替
え
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
注
意
を
要
す
る
の
は
、
出
銀
年
月
と

利
率
・
受
取
利
息
に
関
し
、
亥
三
月
は
一
二
ヶ
月
分
、
亥
七
月
は
一

〇
ヶ
月
分
、
亥
五
・
九
・
一
一
月
は
一
一
ヶ
月
分
の
受
取
利
息
で
、

平
均
す
れ
ば
約
一
一
ヶ
月
分
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
他
方
、

亥
六
・
八
月
に
月
七
朱
利
で
五
〇
貫
目
ず
つ
出
銀
の
【
石
原
】
は
、

元
治
元
年
六
・
八
月
に
月
七
朱
利
で
借
り
替
え
ら
れ
表
（
・
（
に
も

そ
の
残
高
が
表
れ
て
お
り
、
表
（
に
一
二
ヶ
月
分
の
受
取
利
息
が
出

て
い
る
。
月
七
朱
利
は
「
石
原
節
之
丞
ゟ
談
事
」（
（（
─
（
）
に
「
但

し
弐
朱
利
被
下
候
様
、
納
銀
之
上
ハ
外
並
之
通
御
割
合
被
成
下
候

様
」
と
あ
り
、
鴻
池
は
月
二
朱
利
高
い
利
率
を
藩
に
望
み
、
交
渉
が

成
立
し
た
と
捉
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
【
石
原
】
で
は
利
率
が
月

七
朱
利
と
高
く
、
鴻
池
で
は
他
の
臨
時
御
用
の
月
五
朱
利
の
口
が
表

（
・
表
（
に
出
て
お
ら
ず
、【
田
村
】・【
石
原
】
が
如
何
に
緊
急
で

特
別
な
臨
時
御
用
だ
っ
た
か
が
窺
え
る
。

（
3
）　
平
野
屋
・
千
草
屋
・
炭
安
・
出
雲
屋
の
当
用
御
借
銀

　

表
（
で
は
、
平
野
屋
は
【
田
村
】・【
石
原
】・
当
用
の
三
つ
の
貸

口
か
ら
二
〇
五
〇
貫
目
を
出
銀
し
て
最
大
の
貸
し
手
で
あ
り
、
千
草

屋
と
炭
安
は
そ
れ
ぞ
れ
で
【
石
原
】・
当
用
の
二
つ
の
貸
口
が
見
ら

れ
る
。
当
用
の
貸
口
で
は
、
元
治
元
年
一
一
～
一
二
月
に
出
銀
さ
れ
、

返
済
の
予
定
は
元
治
二
丑
年
三
月
・
四
月
（
一
八
六
五
、
四
月
七
日

よ
り
慶
応
元
年
）
と
あ
る
。

　

表
（
で
は
「
当
用
御
借
銀
」
一
六
五
〇
貫
目
は
次
の
三
点
の
特
徴

が
指
摘
で
き
る
。
①
表
（
に
は
出
て
い
な
い
加
島
屋
作
兵
衛
の
四
〇

〇
貫
目
・
天
王
寺
屋
嘉
十
郎
の
一
〇
〇
貫
目
・
塩
屋
亥
三
郎
の
一
〇

〇
貫
目
が
見
ら
れ
る
（
表
（
中
に
は
出
て
い
る
出
雲
屋
は
一
〇
〇
貫
目
）。

②
炭
安
の
一
五
〇
貫
目
は
元
治
元
年
三
月
に
、
炭
彦
の
二
〇
〇
貫
目

は
同
年
二
月
・
七
月
に
、
千
草
屋
の
一
五
〇
貫
目
は
同
年
五
月
に
御

差
別
が
済
ん
だ
。
③
平
野
屋
の
四
五
〇
貫
目
に
つ
い
て
御
差
別
実
施

時
期
は
不
明
で
あ
る
。
②
③
に
関
し
て
は
御
差
別
が
行
わ
れ
た
た
め
、
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表 5　文久 （年～元治元年（（86（～（86（）の鴻池新十郎における出銀と御差別

出銀記載 雑用金 臨時御用 受取利息 御差別記載 出銀年月 利率
貫，　匁 貫，　匁 貫，　匁.　

文久 （戌年
（（月 （ 日 （（,（00 （,0（（.（（ 元治元年 （月 （日 戌閏 8月半 月 （朱
（（月 （ 日 （0,（00 （（（.（（ 元治元年 （月 （日 戌 （月半 月 （朱
（（月 （ 日 （6,000 （,（80.00 元治元年 （月 （日 戌（0月半 月 （朱
（（月（6日 （0,（00 （,（6（.（0 元治元年 （月 （日 戌（（月半 月 （朱
（（月（6日 （0,（00 （,8（（.00 元治元年 （月 （日 戌（（月 月 （朱
文久 （亥年
（月 （日 （（,（00 （,（（（.（（ 元治元年 （（月 （ 日 亥正月半 月 （朱
（月 （日 （（,（00 （,（（0.（（ 元治元年 （（月 （ 日 戌（（月半 月 （朱
（月 （日 （（,（00 （,08（.（（ 元治元年 （（月 （ 日 亥 （月半 月 （朱
（月 （日 （（,（00 （,（（（.00 元治元年 （月 （日 亥 （月 月 （朱
（月 （日 （（,（00 （,（（（.（0 元治元年 （（月 （ 日 亥 （月 月 （朱
（月 （日 （（,（00 （,0（（.（0 元治元年 （（月 （ 日 亥 （月半 月 （朱
（月（8日 （（,（00 （,（（（.00 元治元年 （月 （日 亥 （月 月 （朱
（月（8日 （（,（00 （,（（0.（（ 元治元年 （（月（（日 亥 （月 月 （朱
（月（8日 （8,000 （,（（0.00 元治元年 （（月（（日 亥 6月 月 （朱
（月（8日 （0,000 （,（00.00 元治元年 （月 （日 亥 6月 月 （朱
（月（8日 （（,（00 （,（6（.00 元治元年 （月 （日 亥 （月 月 （朱
（（月 （ 日 （（,800 亥 （ 月半 月 （朱
（（月 （ 日 （0,000 （,（00.00 元治元年 （（月 （ 日 亥 8月 月 （朱
（（月 （ 日 （（,（00 亥 8 月半 月 （朱
（（月 （ 日 （8,000 （,（（0.00 元治元年 （（月 （ 日 亥 （月 月 （朱
（（月 （ 日 （（,000 亥 （ 月半 月 （朱
（（月（（日 （6,（00 亥（0月半 月 （朱
（（月（（日 （（,（00 （,06（.（0 元治元年 （（月 （ 日 亥（（月 月 （朱
（（月（（日 （（,000 亥（（月半 月 （朱
（（月（（日 （（,000 亥（（月 月 （朱
元治元子年
（月 （日 （（,（00 亥（（月半 月 （朱
（月 （日 （（,000 （,6（0.00 元治元年 （（月 （ 日 子正月 月 （朱
（月 （日 （（,（00 子正月半 月 （朱
（月 （日 （（,（00 子 （ 月半 月 （朱
（月 （日 （（,（00 （,6（（.00 元治元年 （（月（（日 子 （月 月 （朱
（月 （日 （（,（00 子 （ 月半 月 （朱
（月 （日 （（,（00 子 （ 月半 月 （朱
（月（8日 （（,600 子 （ 月 月 （朱
（月（8日 （（,（00 子 （ 月半 月 （朱
（月（8日 （8,000 子 6 月 月 （朱
（月（8日 （0,000 子 6 月 月 （朱
（月（8日 （6,（00 子 （ 月 月 （朱
（（月 （ 日 （（,（00 子 （ 月半 月 （朱
（（月 （ 日 （（,800 子 8 月半 月 （朱
（（月 （ 日 （（,（00 子 （ 月半 月 （朱
（（月 （ 日 6（,800 子 （ 月 月 （朱
（（月 （ 日 （0,000 子 8 月 月 （朱
（（月 （ 日 （（,（00 子（0月半 月 （朱
（（月 （ 日 6（,（00 子（（月 月 （朱
（（月（6日 （（,（00 子（（月半 月 （朱
（（月（6日 （（,（00 子（（月 月 （朱
出典：『鴻池屋Ⅱ』（『大阪商業大学商業史博物館史料叢書』6巻、同館編集（責任編集　池田

治司））、（008年、（8（～（（（頁より作成。
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表
（
の
「
慶
応
元
年
初
納
済
銀
高
計
」
に
は
表
れ
て
い
な
い
。

　

特
に
、
②
で
御
差
別
さ
れ
て
い
な
い
他
の
五
家
（
平
野
屋
・
出
雲

屋
・
加
島
屋
・
天
王
寺
屋
・
塩
屋
）
で
も
一
一
五
〇
貫
目
（
表
（
網
か

け
部
分
）
に
な
る
が
、
表
（
「
慶
応
元
年
初
納
済
銀
高
計
」
を
考
慮

す
る
と
、
五
家
は
元
治
元
年
一
一
月
ま
で
に
一
旦
は
御
差
別
が
実
施

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
当
用
御
借
銀
」
と
い
う
貸
口
の
性

格
は
少
な
く
と
も
、
借
入
期
間
が
長
く
て
も
半
年
程
度
の
短
期
資
金

と
言
え
よ
う
。「
壱
」（
（（
─
（
）
で
も
「
平
野
屋
・
千
草
屋
・
炭
安

江
者
去
暮
之
処
当
用
納
之
分
も
有
之
候
得
共
、
其
節
申
出
居
候
ハ
限

月
ニ
至
り
候
ハ
ヽ
御
手
当
之
方
江
取
直
し
可
申
上
よ
し
、
何
れ
其
節

又
可
申
上
間
、
先
ツ
当
用
ニ
と
申
出
居
候
ニ
付
、
右
当
用
之
分
も
御

手
当
金
と
見
テ
取
調
置
候
事
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
表
（
で

は
元
治
元
年
一
一
～
一
二
月
に
当
用
で
、
平
野
屋
は
三
〇
〇
貫
目
、

千
草
屋
は
二
五
〇
貫
目
、
炭
安
は
二
〇
〇
貫
目
で
計
七
五
〇
貫
目
を

出
銀
し
た
。
藩
は
藩
の
申
出
期
限
月
に
至
っ
た
な
ら
ば
「
当
用
」
か

ら
「
御
手
当
」
へ
と
藩
借
銀
の
性
格
を
変
更
さ
せ
る
方
針
で
あ
る
。

ま
ず
、「
当
用
」
と
し
た
が
「
御
手
当
」
と
見
な
し
て
取
り
調
べ
る

こ
と
に
す
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
「
御
手
当
」
と
い
う
語
は
、「
御
手
当
金
」（
（0
─
（
）
の
表
題
の

他
に
、
内
容
で
も
「
田
村
図
書
ゟ
申
談
し
候
御
手
当
金
」
と
あ
り
、

銭
佐
・
鴻
池
の
例
か
ら
藩
の
臨
時
御
用
で
の
借
銀
と
解
釈
で
き
る
。

借
入
期
間
に
つ
い
て
は
「
当
用
」
が
半
年
程
度
、「
御
手
当
」
が
一

年
程
度
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
、
藩
は
「
当
用
」
で
返
済
に
限
界

が
あ
っ
た
場
合
は
「
御
手
当
」
へ
の
変
更
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

出
雲
屋
三
郎
兵
衛
は
組
合
の
動
き
と
は
異
に
し
た
傾
向
が
窺
え
る
。

「
壱
」（
（（
─
（
）
に
は
「
出
雲
屋
者
当
年
納
メ
残
り
之
分
相
納
メ
可

申
と
奉
存
候
、
相
納
候
ハ
ヽ
相
納
分
登
可
申
、
且
同
家
者
御
返
済
之

義
者
如
何
様
ニ
而
茂
思
召
通
り
ニ
被
成
下
候
様
ニ
と
兼
々
申
出
居
申

ニ
付
、
惣
方
同
様
之
御
差
別
ニ
不
相
成
共
宜
と
奉
存
候
」
と
あ
る
。

出
雲
屋
は
慶
応
元
年
に
未
出
銀
高
一
〇
〇
〇
貫
目
の
納
銀
用
意
が
あ

り
、
納
め
た
な
ら
ば
京
都
へ
上
せ
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
御
差
別
は
、

出
雲
屋
が
藩
の
方
針
に
従
う
と
申
し
出
て
お
り
、
出
銀
者
全
体
と
同

じ
御
差
別
を
し
な
く
て
よ
い
と
考
え
て
い
る
。

（
4
）　
鳥
取
藩
か
ら
水
戸
藩
へ
の
又
貸
し

　

慶
応
元
年
の
京
都
で
の
鳥
取
藩
と
水
戸
藩
の
財
政
関
係
に
つ
い
て
、

大
坂
元
〆
役
岡
崎
平
内
（
千
尋
、
岡
崎
家
六
代
目
）
に
宛
て
ら
れ
た

京
都
詰
家
老
荒
尾
駿
河
成
章
の
書
状
を
考
察
す
る）1（
（

。
銭
佐
・
鴻
池
・

布
屋
は
元
治
元
年
末
ま
で
に
【
石
原
】
全
て
を
出
銀
し
て
お
り
、
他

の
各
家
で
は
【
田
村
】【
石
原
】
で
四
五
〇
〇
貫
目
の
未
出
銀
高
が
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あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
四
月
二
九
日
付
「
荒
尾
駿
河
成
章
書
状）11
（

」

に
は
「
水
戸
民
部
大
輔
様
長
々
御
在
京
ニ
有
之
処
、
追
々
御
入
用
も

相
増
候
処
、
兼
而
水
戸
表
之
御
模
様
御
承
知
之
通
り
故
、
金
穀
共
一

向
御
仕
向
無
之
故
、（
中
略
）
必
至
之
御
困
窮
実
ニ
無
御
拠
御
様
子

有
之
趣
、
依
之
先
達
而
ゟ
御
兄
弟
様
方
江
御
金
談
・
御
無
心
被
仰
進

候
訳
柄
も
有
之
候
得
共
、
御
家
ニ
而
者
旧
冬
三
百
俵
も
被
進
ニ
相
成
、

其
上
長
討
御
出
勢
ニ
付
而
者
、
莫
大
之
御
出
方
実
ニ
御
操
合
付
不

申
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
水
戸
藩
主
徳
川
慶
篤
を
継
ぎ
後
に
最
後
の

藩
主
と
な
る
松
平
余
八
麿
（
徳
川
昭
武
）
は
、
慶
篤
帰
府
（
文
久
三

年
四
月
）
後
、
滞
京
で
費
用
が
嵩
ん
だ
。
水
戸
藩
の
国
元
の
模
様
で

は
金
穀
共
に
上
方
へ
送
れ
な
い
状
況
の
た
め
、
こ
の
期
に
及
び
本
当

に
困
窮
し
た
。
そ
の
た
め
、
水
戸
藩
は
兄
弟
の
大
名
家
へ
借
金
を
頼

み
、
鳥
取
藩
で
も
元
治
元
年
冬
に
米
三
〇
〇
俵
を
援
助
し
た
。
し
か

も
長
州
再
征
へ
の
莫
大
な
繰
り
合
わ
せ
は
つ
い
て
い
な
い
。

　

水
戸
藩
の
金
策
は
「
備
前
公
・
浜
田
・
島
原
・
一
橋
公
者
素
ゟ
御

相
応
ニ
御
救
助
被
成
進
候
趣
ニ
相
聞
へ
、
御
家
ゟ
強
而
御
断
被
仰
進

候
処
も
御
不
本
意
、
又
無
右
余
儀
御
差
支
を
乍
御
承
知
、
御
捨
置
被

成
候
も
如
何
ニ
も
可
有
之
（
中
略
）
此
度
一
向
御
談
し
通
り
金
弐
千

両
被
成
進
ニ
相
成
候
様
申
談
合
、（
中
略
）
其
表
ニ
而
如
何
様
共
御

都
合
御
考
合
、
急
々
京
都
表
江
御
廻
金
有
之
様
格
別
ニ
御
取
計
可
被

下
候
」
と
あ
る
。
慶
篤
か
ら
見
て
慶
徳
は
弟
、
水
戸
民
部
大
輔
（
余

八
麿
）・
備
前
公
（
岡
山
藩
主
池
田
茂
政
）・
浜
田
（
松
平
武
聰
）・
島

原
（
松
平
忠
和
）・
一
橋
公
（
徳
川
慶
喜
）
も
徳
川
斉
昭
の
子
で
慶
徳

の
弟
に
あ
た
る
。
鳥
取
藩
は
援
助
金
を
出
す
結
果
に
な
り
、
二
〇
〇

〇
両
を
京
都
へ
送
金
す
る
こ
と
を
依
頼
し
て
い
る）11
（

。

　

五
月
二
九
日
付
「
荒
尾
駿
河
成
章
書
状）11
（

」
に
は
「
御
手
当
金
之
儀

色
々
御
尽
力
有
之
御
銀
主
共
粗
御
請
与
申
処
ニ
至
り
候
由
被
申
越
候
、

（
中
略
）
御
銀
主
共
江
当
座
為
御
挨
拶
、
御
手
元
ゟ
被
下
之
御
品
類

被
申
越
」
と
あ
り
、
御
手
当
金
の
借
用
は
尽
力
も
あ
っ
て
大
坂
の
銀

主
も
承
知
し
て
く
れ
た
の
で
、
銀
主
へ
当
座
の
挨
拶
と
し
て
贈
物
を

考
え
て
い
る
。
贈
物
は
「
却
而
古
キ
御
道
具
類
ゟ
者
、
当
時
之
御
絵

師
幽
峨
共
江
画
被　

仰
付
、
二
・
三
軸
宛
ニ
而
も
被
下
ニ
相
成
候
方

宜
歟
共
相
考
候
得
共
急
々
間
ニ
合
不
申
、
依
之
被
申
越
候
欠
成
り
之

御
軸
類
・
御
茶
器
類
見
斗
わ
セ
御
廻
し
申
候
」
と
あ
り
、
古
い
茶
道

具
類
よ
り
は
狩
野
派
の
藩
絵
師
根
本
幽
峨）11
（

に
描
か
せ
た
絵
を
贈
ろ
う

と
も
考
え
た
が
間
に
合
わ
ず
、
結
局
は
軸
類
や
茶
道
具
類
を
贈
る
方

針
に
決
ま
っ
た
。
大
坂
か
ら
京
都
へ
の
送
金
高
は
「
民
部
大
輔
様
江

御
救
助
被
進
候
御
金
之
儀
、
兵
庫
介
ゟ
差
図
申
入
金
千
両
御
廻
金
有

之
候
趣
委
細
致
承
知
候
、
先
ツ
千
金
ニ
而
相
済
御
都
合
宜
与
存
候
」

と
あ
り
、
水
戸
藩
へ
の
援
助
金
は
池
田
兵
庫
介）11
（

の
指
図
で
、
ま
ず
一
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〇
〇
〇
両
が
送
金
と
な
る
。
残
一
〇
〇
〇
両
も
慶
応
元
年
一
一
月
二

一
日
条
に
一
二
月
一
〇
日
頃
迄
に
送
金
す
る
こ
と
に
な
っ
た）11
（

。

お
わ
り
に

　

文
久
三
年
～
慶
応
元
年
に
お
け
る
鳥
取
藩
の
大
坂
で
の
大
名
貸
を

考
察
し
て
き
た
。
鳥
取
藩
は
大
坂
両
替
商
か
ら
の
借
入
は
長
期
年
賦

化
防
止
の
工
夫
を
絶
え
ず
凝
ら
す
が
、
過
去
の
藩
債
整
理
で
長
期
年

賦
化
さ
れ
た
古
借
は
米
・
銀
で
の
支
出
が
毎
年
行
わ
れ
て
い
た
。
他

方
、
幕
末
の
大
名
家
は
、
幕
府
の
貸
付
役
所
は
機
能
不
全
が
出
始
め
、

大
坂
両
替
商
へ
の
依
存
を
強
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
の
結
論
は

次
の
三
点
に
な
る
。

　

①
鳥
取
藩
に
お
け
る
三
都
の
両
替
商
か
ら
の
全
借
金
銀
高
の
正
確

な
把
握
は
、『
鳥
取
藩
史
』
の
指
摘
通
り
困
難
で
あ
る
。
本
稿
の
考

察
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
鳥
取
藩
財
政
で
は
大
坂
両
替
商
か
ら
の
各
借

入
口
が
あ
り
、
御
差
別
の
優
先
度
（
利
率
・
支
払
利
息
・
借
入
期
間
）

を
鑑
み
て
各
借
入
口
か
ら
選
択
・
抽
出
さ
れ
て
「
御
借
財
調
」（
（0

─
（
）
が
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
史
料
で
出
さ
れ

た
銀
高
が
、
こ
の
当
時
最
も
懸
案
の
銀
高
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
②
鴻

池
で
の
分
析
の
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
【
石
原
】
で
は
、
月
七
朱
利

で
出
銀
さ
れ
た
。
安
達
辰
三
郎
が
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
大
坂

で
の
藩
債
整
理
で
利
率
月
八
朱
か
ら
五
朱
を
実
現
さ
せ
て
い
た
が
、

【
田
村
】【
石
原
】
の
臨
時
御
用
で
利
率
上
昇
へ
の
綻
び
が
出
始
め
た

と
言
え
る
。
③
臨
時
御
用
の
出
銀
に
関
し
、
藩
の
借
入
期
間
の
長
短

で
借
入
金
の
名
称
が
変
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
当
用
」（
半

年
程
度
）、「
御
手
当
」（
一
年
未
満
）、「
㊞
印
分
消
合
」（
一
年
以
上
の

長
期
、
銭
佐
「
諸
家
貸
」
で
見
ら
れ
る
）、「
古
借
」（
簿
外
化
さ
れ
長
期

年
賦
化
）
で
区
分
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
銭
佐
「
諸
家
貸
」

の
例
で
は
、
こ
の
時
期
「
㊞（朱
印
）印分

消
合
」
が
三
口
出
て
お
り
、
加
え

て
鳥
取
藩
は
水
戸
藩
主
の
兄
弟
に
援
助
金
を
頼
ら
れ
、
鳥
取
藩
は
幕

府
の
貸
付
役
所
に
頼
れ
な
い
中
、
大
坂
両
替
商
の
出
銀
を
よ
り
重
要

視
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
（
）��

飯
島
千
秋
「
近
世
後
期
の
幕
府
公
金
貸
付
政
策
」（
横
浜
開
港

資
料
館
・
横
浜
近
世
史
研
究
会
編
『
（（
世
紀
の
世
界
と
横
浜
』
山

川
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
一
七
一
～
一
七
三
頁
（
以
下
、
飯
島

論
文
と
略
記
）。

（
（
）��

須
賀
博
樹
「
銭
佐
と
因
州
鳥
取
藩
」（
逸
身
喜
一
郎
・
吉
田
伸

之
編
『
両
替
商　

銭
屋
佐
兵
衛
（　

逸
身
家
文
書
研
究
』
東
京
大

学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
）
三
一
三
～
三
四
七
頁
。

（
（
）��
『
鳥
取
県
史
（
三
巻　

近
世
・
政
治
）』（
鳥
取
県
、
一
九
七
九

年
）
五
八
六
～
五
九
〇
頁
（
以
下
、『
鳥
取
県
史
（
三
巻
）』
と
略
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記
）。
鳥
取
県
立
博
物
館
（
以
下
、
鳥
取
県
博
と
略
記
）
編
『
贈

従
一
位
池
田
慶
徳
公
御
伝
記
（
二
巻
）』（
鳥
取
県
博
、
一
九
八
八

年
）
一
二
五
頁
。

（
（
）��
『
資
料
調
査
報
告
書
─
旧
鳥
取
藩
士
岡
崎
家
資
料
─
（
昭
和
六

〇
年
度
）
一
三
集
』（
鳥
取
県
博
、
一
九
八
六
年
）
一
四
頁
（
以

下
、『
資
料
調
査
報
告
書
』
と
略
記
）。

（
（
）��

鴻
池
新
十
郎
「
大
福
帳
」（
文
久
四
年
〔
大
阪
商
業
大
学
商
業

史
博
物
館
蔵
〕）。「
諸
家
貸
」（
嘉
永
元
年
～
明
治
三
二
年
〔
大
阪

歴
史
博
物
館
寄
託　

逸
身
家
文
書
七
─
一
〕）。「
諸
家
徳
」（
文
政

二
年
～
明
治
八
年
〔
大
阪
歴
史
博
物
館
寄
託　

逸
身
家
文
書
七
─

三
六
〕）。

（
6
）��

本
章
は
次
の
文
献
を
参
照
し
た
。『
鳥
取
藩
史
（
一
巻　

世

家
・
藩
士
列
伝
）』（
鳥
取
県
、
一
九
六
九
年
）
一
一
八
～
一
二
二

頁
（
以
下
、『
鳥
取
藩
史
（
一
巻
）』
と
略
記
）。
前
掲
『
鳥
取
県

史
（
三
巻
）』
六
〇
一
～
六
三
六
頁
・
六
四
二
～
六
六
四
頁
。
町

田
明
広
『
攘
夷
の
幕
末
史
』（
講
談
社
、
二
〇
一
〇
年
）
一
一
六

～
一
二
一
頁
。
笹
部
昌
利
「
攘
夷
と
自
己
正
当
化
─
文
久
期
鳥
取

藩
の
政
治
運
動
を
素
材
に
─
」（『
歴
史
評
論
』
五
八
九
号
、
一
九

九
九
年
）
七
一
～
八
二
頁
。

（
（
）��

一
八
四
一
～
一
八
六
四
年
。
分
知
家
池
田
壱
岐
守
仲
律
の
三
男

で
裕
之
進
（
幼
名
）、
仲
立
（
初
名
）
の
ち
仲
建
、
左
近
将
監
、

伊
勢
守
、
良
徳
院
。
鳥
取
支
藩
東
館
九
代
藩
主
。
文
久
三
年
七
～

一
〇
月
は
藩
主
に
代
わ
り
京
都
警
衛
に
当
た
る
（
前
掲
『
鳥
取
藩

史
（
一
巻
）』
一
七
三
～
一
七
四
頁
。『
三
百
藩
藩
主
人
名
事
典

（
』『
明
治
維
新
人
名
辞
典
』
参
照
）。

（
8
）��

「
田
村
成
俊
家
譜
」（
寛
永
一
二
年
～
明
治
六
年
〔
鳥
取
県
博
蔵　

藩
政
文
書
九
三
四
九
〕）。「
石
原
常
節
家
譜
」（
延
宝
四
年
～
明
治

四
年
〔
鳥
取
県
博
蔵　

藩
政
文
書
八
七
九
五
〕）。

（
（
）��

前
掲
『
資
料
調
査
報
告
書
』
五
頁
。

（
（0
）��

慶
応
元
丑
年
作
成
と
推
定
さ
れ
る
「（
丑
年
御
米
見
積
書
）」

（
（6
）
で
は
「
江
戸
御
雑
用
不
足
」
が
、
五
～
九
月
に
五
〇
〇
両

ず
つ
計
二
五
〇
〇
両
程
と
述
べ
て
い
る
。

（
（（
）��

「
納
銀
済
」
銀
高
は
文
久
三
年
一
二
月
納
ま
で
が
示
さ
れ
、
そ

こ
か
ら
文
久
三
年
一
二
月
～
元
治
元
年
六
月
の
作
成
と
推
定
。

（
（（
）��

『
大
阪
市
史
（
四
巻
下
）』（
大
阪
市
参
事
会
、
一
九
一
一
年
）

二
四
四
一
～
二
四
四
二
頁
。

（
（（
）��

「
同
（
元
治
元
子
）
十
月
納
」「
丑
（
元
治
二
）
正
月
納
之
筈
」

か
ら
元
治
元
年
末
頃
の
作
成
と
推
定
。

（
（（
）��

「
下
地
納
済
」
銀
高
は
文
久
三
年
一
二
月
納
ま
で
で
、「
此
度
納

済
」
銀
高
は
元
治
元
年
七
月
納
で
あ
る
た
め
、
元
治
元
年
七
月
頃

の
作
成
と
推
定
。

（
（（
）��

銭
佐
「
諸
家
貸
」
と
出
銀
月
が
一
致
し
、
慶
応
元
年
初
の
作
成

と
推
定
。

（
（6
）��

「
御
手
当
金
」（
（0
─
（
）。「
一
銀
弐
千
貫
目　

千
草
屋
宗
十

郎
」（
（（
─
（
）。

（
（（
）��

「
御
借
財
調
」（
（0
─
（
）は
「
当
子
春
越
し
借
財
調
」
と
あ
り

元
治
元
年
前
半
の
作
成
と
推
定
。

（
（8
）��
前
掲
飯
島
論
文
、
一
七
一
～
一
七
三
頁
。

（
（（
）��
「
日
記
」（
慶
応
二
年
正
月
～
六
月
〔
佐
古
慶
三
教
授
収
集
文
書　

大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
蔵
銭
屋
Ｆ
一
〇
─
一
四
〕）。
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（
（0
）��

『
鴻
池
屋
Ⅱ
』（『
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
史
料
叢
書
』

六
巻
、
同
館
編
集
（
責
任
編
集　

池
田
治
司
）、
二
〇
〇
八
年
）。

（
（（
）��
資
料
（（
は
「
長
征
出
張
」「
当
所
（
京
都
）
詰
」
と
あ
り
目
録

通
り
元
治
元
年
と
推
定
さ
れ
る
（『
資
料
調
査
報
告
書
』
四
頁
・

一
四
頁
）。
資
料
（（
～
（（
は
「
長
討
」「
御
警
衛
詰
御
渡
し
物
」
と

あ
り
、
資
料
（（
は
「
尚
以
」
に
「
弥
将
軍
御
進
発
ニ
被
為
在
候
趣
、

御
着
坂
之
上
者
如
何
成
り
行
可
申
哉
困
り
入
候
」
と
あ
り
、
将
軍

家
茂
が
長
州
再
征
で
上
洛
す
る
旨
が
触
れ
ら
れ
大
坂
着
の
上
は
ど

う
な
る
か
心
配
と
あ
る
た
め
、
慶
応
元
年
と
推
定
。
本
節
の
水
戸

藩
主
徳
川
慶
篤
・
昭
武
に
つ
い
て
は
『
国
史
大
辞
典
』
を
参
照
。

（
（（
）��

「
荒
尾
駿
河
成
章
書
状
」（（
慶
応
元
年
）
四
月
二
九
日
〔
鳥
取

県
博
蔵　

岡
崎
家
資
料
（0
〕）。

（
（（
）��

「
江
戸
で
の
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
水
戸
家
」
は
、
江
戸
で
は

な
く
京
都
の
方
が
正
し
い
だ
ろ
う
（
前
掲
『
資
料
調
査
報
告
書
』

四
頁
、
一
五
～
一
六
頁
）。
元
治
元
年
一
一
月
四
日
に
鳥
取
藩
へ

守
衛
に
当
た
る
水
戸
藩
士
が
困
窮
を
訴
え
て
お
り
、
八
日
に
衣
食

の
資
を
与
え
て
い
る
（
前
掲
『
鳥
取
藩
史
（
一
巻
）』
一
二
一
頁
）。

（
（（
）��

「
荒
尾
駿
河
成
章
書
状
」（
慶
応
元
年
）
五
月
二
九
日
〔
鳥
取
県

博
蔵　

岡
崎
家
資
料
（（
〕）。

（
（（
）��

『
藩
政
時
代
の
絵
師
た
ち
（
改
訂
版
）
─
鳥
取
県
の
自
然
と
歴

史
（
─
』（
鳥
取
県
博
、
二
〇
一
三
年
）
一
七
～
一
九
頁
。『
大
日

本
書
画
名
家
大
鑑
（
伝
記
下
編
）』（
第
一
書
房
、
一
九
七
五
年
）

一
四
二
四
頁
。

（
（6
）��

池
田
兵
庫
介
之
貞
。
元
治
元
年
七
月
に
政
事
加
談
池
田
兵
庫
介

は
家
老
職
へ
復
帰
、
京
都
・
大
坂
間
を
奔
走
し
て
い
る
（
前
掲

『
鳥
取
藩
史
（
一
巻
）』
二
一
一
頁
。
前
掲
『
鳥
取
県
史
（
三
巻
）』

六
五
一
頁
）。

（
（（
）��

「
鳥
取
藩
政
資
料　

家
老
日
記
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
鳥

取
県
博
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（digital-m

useum
.pref.tottori.jp>�

karounikki

）。

〔
付
記
〕　

本
稿
は
鳥
取
地
域
史
研
究
会
二
〇
一
六
年
度
例
会
・
鳥
取
県

立
博
物
館
《
歴
史
講
座
》
で
の
報
告
に
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ

る
。

受
付
日　

二
〇
一
七
年
七
月
二
九
日
／
受
理
日　

二
〇
一
七
年
一
一
月
七
日

（
す
が
　
ひ
ろ
き
）




